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平
成
十
四
年
度
の
第
一
回
理
事
会
が
、
六
月
二
十
七
日
（
木
）

午
後
六
時
か
ら
秋
田
市
の
柴
太
楼
旅
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

理
事
会
に
は
約
八
十
人
の
理
事
が
出
席
し
、
会
務
報
告
、
決

算
報
告
、
予
算
案
、
百
三
十
周
年
記
念
事
業
案
、
役
員
の
改
選

な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
了
承
し
た
。

理
事
会
で
は
、
丸
山
健
会
長
の

挨
拶
に
続
い
て
、
高
橋
幸
臣
校
長

が
、
今
年
か
ら
学
校
過
五
日
制
と

な
り
土
曜
日
が
休
み
な
の
で
一
週

間
が
短
く
感
じ
ら
れ
る
。
全
県
総

体
で
は
、
柔
道
、
山
岳
で
優
勝
、

剣
道
が
準
優
勝
、
硬
式
野
球
の
甲

子
園
大
会
予
選
も
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
。
大
学
進
学
率
は
例
年
並
み

だ
が
、
生
徒
会
や
部
活
動
な
ど
で

活
躍
し
た
生
徒
が
、
入
れ
る
大
学

で
は
な
く
、
入
り
た
い
大
学
へ
進

学
し
て
お
り
文
武
両
道
を
受
け
継

い
で
い
る
と
述
べ
た
。

次
い
で
、
丸
山
会
長
を
議
長
と

し
て
、
平
成
十
三
年
度
な
ら
び
に

今
理
事
会
ま
で
の
会
務
・
事
業
報

告
、
各
常
置
委
員
会
・
特
別
委
員

会
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

財
政
委
員
会
は
、
十
三
年
度
の

会
費
納
入
は
、
会
員
の
協
力
な
ど

に
よ
り
前
年
度
を
上
回
っ
た
。
し

か
し
、
支
出
の
節
減
な
ど
の
面
か

ら
も
数
年
間
に
一
度
も
会
費
納
入

の
な
い
会
員
へ
の
同
窓
会
だ
よ
り

の
送
付
を
止
め
て
は
ど
う
か
な
ど

の
意
見
が
あ
る
と
報
告
。

広
報
委
員
会
は
、
提
言
と
随
想

を
柱
と
し
て
い
る
。
百
三
十
周
年

記
念
事
業
に
つ
い
て
は
特
集
を
順

次
掲
載
し
て
い
く
。

名
簿
委
員
会
は
、
第
三
十
八
号

と
し
て
B
5
版
、
九
二
〇
ペ
ー
ジ
、

四
千
部
の
発
行
を
予
定
し
て
い
る
。

同
窓
会
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
直

接
デ
ー
タ
を
取
り
だ
し
て
印
刷
す

る
の
は
初
の
試
み
な
の
で
、
業
者

の
選
定
な
ど
慎
重
に
取
り
組
む
。

校
史
委
員
会
は
、
記
念
誌
に
つ

い
て
は
す
で
に
執
筆
を
始
め
て
お

り
、
来
年
七
月
末
の
完
成
を
め
ざ

し
て
い
る
。
先
覚
顕
彰
誌
は
、
タ

イ
ト
ル
を
「
先
樅
録
」
と
し
、
第

三
次
と
し
て
五
人
を
追
加
し
た
。

施
設
委
員
会
は
、
女
子
運
動
部

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
の
建
設
は
県
か

ら
の
許
可
を
受
け
て
お
り
、
来
年

総
会
の
ご
案
内

平
成
1
4
年
度
の
総
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
万

障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
出
席
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
致

し
ま
す
。

日
　
時
　
平
成
1
4
年
8
月
1
8
日
（
日
）
午
後
2
時

場
　
所
　
ア
キ
タ
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

記
念
講
演
　
岩
　
崎
　
雅
　
典
氏
（
昭
和
3
4
年
卒
・
映
画
監
督
）

演
題
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
幻
の
雪
豹
を
追
う
」

懇
親
会
　
午
後
4
時
3
0
分
（
会
費
　
5
0
0
0
円
）

※
一
般
会
員
で
出
席
ご
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
も
同

窓

会

事

務

局
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に
ご
一
報
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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秋
田
は
、
鰐
田
と
い
う
文
字
で

斉
明
天
皇
時
代
に
阿
倍
比
羅
夫
が

蝦
夷
征
服
の
た
め
鰐
田
（
あ
ざ
た
）
、

淳
代
（
ぬ
し
ろ
）
　
の
地
に
赴
く
と

日
本
書
記
に
見
ら
れ
る
。
聖
武
天

皇
時
代
に
は
、
秋
田
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
秋
田
と
は
稲
の
実
っ
た
田

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

蝦
夷
の
襲
撃
に
備
え
高
清
水
ケ

岡
に
築
い
た
城
を
秋
田
城
と
呼
び

統
治
す
る
者
を
秋
田
城
介
と
称
し

た
。
安
東
実
季
（
湊
安
東
氏
）
が

欽
命
に
よ
り
秋
田
城
介
に
任
じ
ら

れ
た
大
名
と
し
て
は
最
後
の
人
で

あ
っ
た
。
佐
竹
義
宣
の
入
部
と
入

れ
替
わ
り
に
常
陸
宍
戸
五
万
石
に

転
封
。
そ
の
後
、
陸
奥
国
三
春
（
現

在
の
福
島
県
三
春
町
）
　
に
移
さ
れ

そ
こ
で
秋
田
氏
と
名
乗
っ
た
。

大
和
国
、
河
内
国
と
い
っ
た
国
々

は
大
化
改
新
か
ら
天
武
朝
の
頃
ま

で
に
朝
廷
が
領
域
を
定
め
た
事
か

ら
始
ま
る
。
一
六
〇
二
年
の
佐
竹

義
宣
の
入
部
は
出
羽
国
秋
田
で
あ

っ
た
。
そ
の
国
が
羽
前
、
羽
後
国

に
分
割
さ
れ
た
の
は
明
治
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。

大
名
領
地
を
藩
と
呼
ん
だ
の
は

一
七
〇
二
年
新
井
白
石
が
全
国
の

大
名
の
系
譜
を
「
藩
翰
譜
」
と
し

て
集
大
成
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ

佐
竹
は
忠
勤
藩
の
一
つ
と
し
て
重

ん
じ
ら
れ
秋
田
藩
、
秋
田
県
と
な

っ
た
。
朝
敵
藩
等
は
郡
名
や
山
川

の
名
と
し
、
統
廃
合
を
繰
り
返
し

て
現
在
の
県
名
に
落
ち
着
い
た
。

当
初
の
秋
田
県
は
、
北
に
岩
手

県
と
堺
を
接
し
て
い
る
江
刺
県
、

西
に
亀
田
県
、
本
荘
県
、
矢
島
県
、

っ
て
後
世
に
伝
え
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
田
い
う
。

．
′

一
つ
の
国
の
性
格
を
表
す
言
葉

に
「
お
国
が
ら
」
が
あ
る
。
秋
田

県
は
、
粘
り
強
い
性
格
の
中
に
も

明
る
く
、
人
が
良
く
、
人
を
遇
す

る
事
が
好
き
な
事
で
際
立
っ
た
お

国
が
ら
と
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

る
。
明
治
政
府
は
廃
藩
置
県
ま
で

の
間
、
諸
大
名
の
要
請
に
よ
り
藩

名
を
用
い
て
統
治
し
た
。
そ
の
際

朝
廷
に
対
し
大
名
を
忠
勤
藩
、
朝

敵
藩
、
日
和
見
藩
に
分
け
、
特
に

九
つ
の
忠
勤
藩
に
つ
い
て
は
歴
史

と
伝
統
に
支
え
ら
れ
た
藩
名
を
つ

け
、
県
名
と
す
る
方
針
を
と
っ
た
。

岩
崎
県
が
あ
り
、

し
明
治
四
年
十

た
の
で
あ
る
。

県
は
明
治
二
十

そ
れ
ら
を
合
併

月
二
日
誕
生
し

道
三
府
四
十
三

年
末
。
東
京
が

府
か
ら
都
に
な
っ
た
の
は
昭
和
十

八
年
で
あ
る
。
秋
田
の
歴
史
と
伝

統
を
尊
重
し
命
名
し
た
先
人
を
偲

び
秋
田
の
名
を
誇
り
と
自
信
を
拝

は
、
北
前
船
に
よ
る
関
西
人
と
の

交
流
、
佐
竹
の
入
部
と
常
陸
か
ら

の
移
住
に
よ
る
秋
田
人
と
の
同
化
、

さ
ら
に
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、

天
然
資
源
、
米
等
に
よ
る
良
好
な

経
済
状
況
が
も
た
ら
し
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
現
実
は
、
木
材
の
衰

退
、
鉱
山
資
源
枯
渇
、
米
の
減
反

政
策
、
企
業
倒
産
と
失
業
者
の
増

加
、
少
子
高
齢
化
、
県
財
政
の
危

機
等
秋
田
は
幾
多
の
問
題
を
抱
え

込
み
な
が
ら
、
酒
の
消
費
量
、
着

膨
れ
好
み
、
新
築
住
宅
関
連
の
大

き
き
等
消
費
に
関
し
て
は
常
に
全

国
の
上
位
に
、
そ
し
て
、
一
人
当

た
り
の
県
民
所
得
額
や
貯
蓄
額
は

下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

豊
か
な
秋
田
、
住
み
良
い
秋
田

は
、
恵
ま
れ
た
自
然
、
歴
史
と
文

化
の
伝
承
、
人
々
の
気
配
り
、
そ

し
て
、
人
材
の
活
用
と
育
成
に
支

え
ら
れ
始
め
て
実
現
で
き
る
も
の
。

新
し
も
の
好
き
、
え
え
ふ
り
こ

き
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
不
足
、
村

社
会
か
ら
抜
け
切
れ
な
い
人
柄
等

と
言
わ
れ
続
け
て
き
た
県
人
気
質

が
、
新
生
秋
田
の
実
現
に
無
意
識

の
中
に
阻
害
要
因
と
な
っ
て
は
い

な
い
だ
ろ
う
か
。
先
ず
は
自
ら
そ

れ
等
を
乗
り
越
え
る
マ
イ
ン
ド
と

勇
気
が
大
切
と
思
う
も
の
で
あ
る
。

五
月
い
っ
ぱ
い
で
完
成
さ
せ

た
い
な
ど
の
報
告
を
行
っ
た
。

議
事
で
は
、
一
般
会
計
、

募
金
会
計
、
名
簿
会
計
決
算

に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど

お
り
了
承
し
た
。

続
い
て
、
平
成
十
四
年
度

の
事
業
計
画
案
な
ど
が
提
案

さ
れ
た
。

一
般
会
計
案
の
総
額
は
、

千
九
百
二
万
六
千
四
百
四
十

円
で
、
生
徒
が
少
な
く
な
っ

．1

た
こ
と
に
よ
る
入
会
金
の
収
群
t

入
滅
な
ど
で
前
年
度
よ
り
減
額
と

な
っ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

百
三
十
周
年
記
念
行
事
計
画
は
、

募
金
目
標
額
が
三
千
五
百
万
円
で

六
月
末
ま
で
に
一
千
八
百
人
余
り

か
ら
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
記

念
誌
の
発
行
や
ピ
ア
ノ
購
入
、
式

典
、
祝
賀
会
な
ど
の
事
業
を
行
う

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

今
年
度
で
三
年
の
任
期
満
了
と

な
る
役
員
に
つ
い
て
は
、
百
三
十
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年
記
念
事
業
の
推
進
に
か
か
わ
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
丸
山
健
会
長

ら
全
員
が
留
任
と
言
う
こ
と
で
承

認
さ
れ
た
。
監
事
は
、
貝
田
悦
男
、

三
浦
檀
司
の
両
氏
が
退
任
、
小
玉

康
延
氏
が
再
任
、
北
都
銀
行
常
勤

監
査
役
の
久
米
田
和
太
朗
（
S
3
8

年
卒
）
、
秋
田
経
済
研
究
所
理
事
の

進
藤
利
文
（
S
棚
年
卒
）
　
の
両
氏

が
新
任
さ
れ
た
。

祝叙勲ロロ

大
塚
秋
大
名
誉
教
授
に

勲
三
等
旭
日
中
授
章

コ

こ
の
春
の
叙
勲
で
、
大
塚
一
雄
氏
（
昭
和
1
7
年
卒
）
が
教
育

研
究
功
労
で
勲
三
等
旭
日
中
授
章
、
貝
田
和
孝
氏
（
昭
和
お
年

卒
）
が
農
林
水
産
行
政
事
務
功
労
で
勲
四
等
旭
日
小
授
章
、
宇

佐
美
悦
郎
氏
（
昭
和
2
5
年
卒
）
が
環
境
衛
生
功
労
で
勲
五
等
瑞

宝
章
、
三
森
美
直
氏
（
昭
和
1
5
年
卒
）
が
地
方
自
治
功
労
で
勲

五
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
吉
旧
職
員
の
山

岡
雄
平
氏
が
教
育
功
労
で
勲
四
等
瑞
宝
章
を
授
賞
し
て
い
ま
す
。

大
塚
一
雄
氏
は
、
秋
田
大
学
名

誉
教
授
で
、
昭
和
三
十
九
年
か
ら

同
大
鉱
山
学
部
教
授
、
六
十
年
か

ら
四
年
間
学
部
長
を
務
め
ま
し
た
。

貝
田
和
孝
氏
は
、
昭
和
二
十
三

年
に
農
林
省
に
入
り
、
富
山
、
北

海
道
の
各
食
糧
事
務
所
長
を
務
め

ま
し
た
。
現
在
は
埼
玉
県
白
岡
町

住
。宇

佐
美
悦
郎
氏
は
、
県
環
境
衛

生
協
会
理
事
、
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

環
境
衛
生
同
業
組
合
理
事
長
な
ど

を
務
め
て
い
ま
す
。

三
森
美
直
氏
は
、
教
職
を
経
て

鳥
海
町
の
教
育
長
、
収
入
役
な
ど

を
歴
任
し
た
あ
と
、
昭
和
六
十
一

年
か
ら
町
長
を
三
期
十
二
年
務
め

ま
し
た
。

山
岡
雄
平
氏
は
、
昭
和
四
十
一

年
か
ら
五
十
一
年
ま
で
秋
高
教
諭

を
務
め
、
仁
賀
保
高
校
長
、
県
教

育
セ
ン
タ
ー
長
、
秋
田
北
高
校
長
、

和
洋
高
校
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。

「
L
に
せ
デ
パ
ー
ト
が
経
営
破

た
ん
」
「
元
秘
書
を
あ
っ
旋
収
賄
罪

で
逮
捕
」
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
が
報
じ

る
見
出
し
は
こ
れ
が
通
常
で
あ
る
。

「
老
舗
」
は
表
外
音
訓
で
あ
り
、
破

綻
の
「
綻
」
、
斡
旋
の
「
斡
」
は
常

用
漢
字
に
含
ま
な
い
表
外
字
だ
か

ら
で
あ
る
。
▼
新
聞
、
テ
レ
ビ
の

表
記
は
一
般
的
に
、
一
九
八
一
年

に
内
閣
が
告
示
し
た
常
用
漢
字
（
一

九
四
五
字
）
　
の
使
用
を
原
則
と
し

て
い
る
。
た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
漢

字
で
す
べ
て
の
事
象
を
伝
え
よ
う

と
す
る
の
だ
か
ら
、
漢
字
か
な
混

じ
り
の
頻
度
が
高
く
な
る
の
は
仕

方
が
な
い
。
▼
そ
こ
で
「
破
綻
」
や

「
斡
旋
」
な
ど
頻
出
す
る
漢
字
、
熟

語
に
限
り
ル
ビ
な
し
で
使
用
を
認

め
る
メ
デ
ィ
ア
が
次
々
に
出
始
め

て
い
る
。
▼
「
冤
罪
」
「
拉
致
」
「
堆

積
」
「
腫
瘍
」
「
凱
旋
」
「
崖
崩
れ
」

な
ど
も
そ
の
ま
ま
使
え
る
よ
う
に

し
た
の
は
、
T
え
ん
罪
」
や
「
ら
致
」

で
は
一
字
一
字
に
意
味
を
持
つ
表

意
文
字
と
し
て
の
漢
字
の
存
在
理

由
が
失
わ
れ
る
結
果
、
日
本
語
そ

の
も
の
の
蓋
然
性
が
揺
ら
い
で
し

ま
う
と
い
う
危
機
感
の
発
露
で
あ

る
。
▼
漢
字
に
は
一
字
ご
と
に
音

読
み
と
訓
読
み
が
存
在
す
る
と
い

う
文
字
自
体
が
も
つ
特
殊
性
が
あ

り
、
そ
の
数
も
優
に
六
千
を
超
え

る
と
な
る
と
、
一
般
的
な
意
志
伝

達
手
段
と
し
て
使
用
す
る
に
は
多

す
ぎ
て
〓
疋
の
制
限
は
や
む
を
え

な
い
。
し
か
し
、
現
在
の
常
用
漢

字
だ
け
で
は
著
し
く
意
志
の
疎
通

を
欠
く
こ
と
も
ま
た
事
実
だ
。
▼

漢
字
か
な
混
じ
り
の
氾
濫
は
か
え

っ
て
、
正
し
い
日
本
語
の
理
解
を

阻
害
す
る
。
「
旅
館
の
お
か
み
」
で

は
着
物
姿
で
て
き
ぱ
き
と
立
ち
回

る
女
将
の
イ
メ
ー
ジ
は
思
い
浮
か

ば
な
い
。
「
努
力
の
た
享
も
の
（
賜
・

賜
物
）
」
も
、
重
々
し
さ
に
欠
け
て

い
た
だ
け
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
の
用

字
用
語
に
対
す
る
積
極
的
な
取
り

組
み
が
、
こ
の
国
の
漢
字
か
な
混

じ
り
の
混
乱
を
救
う
近
道
の
よ
う

な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
壮
健
に
て
ご
活
躍
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
縁
を
い
た
だ
き
平
成
七
年
よ

り
十
三
年
ま
で
本
校
に
勤
務
、
本

年
度
よ
り
教
頭
と
し
て
再
度
赴
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒

と
し
て
、
教
員
と
し
て
母
校
に
関

わ
り
、
又
今
回
は
今
ま
で
と
違
っ

た
立
場
で
の
着
任
と
、
あ
ら
た
め

て
、
そ
の
任
の
重
さ
に
覚
悟
を
新

た
に
し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

思
い
お
こ
す
と
、
私
は
母
校
に

よ
っ
て
鍛
え
ら
れ
て
き
た
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
教
職
に
付
く

と
同
時
に
剣
道
部
の
顧
問
と
な
り

ま
し
た
。
以
来
私
は
母
校
剣
道
部

の
存
在
を
常
に
心
に
意
識
し
な
が

ら
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す

る
こ
と
で
完
全
燃
焼
を
し
て
き
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
、
母
校
の
存
在
、

剣
道
部
の
存
在
の
大
き
さ
、
確
か

さ
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
多

く
の
人
が
大
な
り
小
な
り
こ
の
よ

う
な
思
い
を
持
っ
て
い
る
の
で
な

い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
今
教
育
現
場
は
か
っ
て
な

い
ほ
ど
の
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
完
全
学
校
週
五
日
制
が
ス
タ

ー
ト
し
、
加
え
て
明
年
よ
り
新
登
南
口

指
導
要
領
の
施
行
、
大
学
入
試
・

五
教
科
七
科
目
実
施
な
ど
の
大
き

な
変
革
で
あ
り
ま
す
。

秋
高
は
一
時
も
立
ち
止
ま
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
し
、
逆
に
変
化

に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

不
透
明
な
時
代
こ
そ
改
革
を
進

取
す
る
パ
ワ
ー
で
、
「
品
性
の
陶

冶
」
、
「
学
力
の
充
実
」
「
心
身
の
錬

磨
」
と
い
っ
た
本
校
の
基
本
理
念

を
今
日
的
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
、

再
認
識
し
て
い
く
時
か
と
思
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
大
切
な
時
期
、
浅

学
非
才
の
身
で
あ
り
ま
す
が
、
校

長
先
生
の
指
導
の
も
と
、
全
職
員

の
熱
意
あ
る
教
育
活
動
が
み
ご
と

に
結
集
、
開
花
で
き
る
よ
う
微
力

な
が
ら
懸
命
に
努
力
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
「
火
を
点
け

さ
え
す
れ
ば
、
必
ず
お
湯
が
沸
く
」

と
申
し
ま
す
。
こ
の
気
拝
を
大
切

に
実
践
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。百

三
十
周
年
を
目
前
に
し
た
こ

の
時
期
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
の

も
縁
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

こ
の
度
の
異
動
で
、
十
年
振
り

に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
見
な
い
間
に
、
ウ
グ
イ

ス
坂
の
桜
は
花
の
回
廊
を
つ
く
り
、

ツ
ツ
ジ
は
斜
面
一
面
に
そ
の
彩
り

を
添
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ

ら
た
め
て
、
月
日
の
経
つ
早
さ
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
先
日
大
曲
支
部
の
同
窓

会
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

時
代
を
越
え
て
秋
中
・
南
高
・
秋

高
時
代
を
語
る
同
窓
生
の
方
々
に

お
会
い
し
、
そ
の
学
校
を
思
う
熱

意
に
感
激
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
同

窓
会
は
卒
業
生
に
と
っ
て
、
活
力

の
源
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
気
が

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
同

窓
会
の
皆
様
か
ら
ご
指
導
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
更
に
充

実
し
た
学
校
づ
く
り
に
微
力
を
尽

く
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
秋
高
に
こ
ん

な
に
も
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な

る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し

た
。
地
学
部
の
活
動
を
中
心
に
過

ご
し
た
高
校
時
代
、
教
え
る
こ
と

で
精
一
杯
、
余
裕
の
な
か
っ
た
講

師
時
代
、
旧
校
舎
・
仮
校
舎
・
新

校
舎
と
い
ろ
い
ろ
学
習
環
境
が
変

わ
る
中
で
ク
ラ
ス
担
任
と
し
て
充

実
し
た
時
間
を
持
つ
こ
と
の
で
き

た
九
年
間
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

か
か
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。久

し
ぶ
り
に
母
校
に
勤
め
数
カ

月
に
な
り
ま
す
が
、
生
徒
の
行
事

に
取
り
組
む
姿
は
昔
と
変
わ
ら
ず

意
欲
的
で
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ

込
ん
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
遅
刻
者
が
減
り
、
校
内

の
清
掃
が
行
き
届
き
、
学
校
が
大

変
き
れ
い
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
学
習
環
境
が
整
い
、
引
き

締
ま
っ
た
秋
高
が
で
き
つ
つ
あ
る

気
が
い
た
し
ま
す
。

今
、
こ
の
よ
う
に
や
る
気
に
満

ち
た
生
徒
と
一
緒
に
伝
統
あ
る
母

校
に
再
び
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
故
鈴
木
健
次
郎
校
長
先

生
の
言
わ
れ
た
『
汝
な
ん
の
た
め

に
そ
こ
に
在
り
や
』
と
の
問
い
か

け
に
、
今
自
分
が
秋
高
の
た
め
に

何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

を
よ
く
考
え
、
全
力
で
頑
張
る
所

存
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
千
年
に
開
催
さ
れ
た
九
州
・

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で
の
デ
ジ
タ
ル
・

デ
ィ
バ
イ
ド
（
情
報
格
差
）
　
の
議

論
や
、
二
千
一
年
に
策
定
さ
れ
た

e
・
J
a
p
a
ロ
戦
略
（
I
T
国
家
戦
略
）

な
ど
の
動
き
と
と
も
に
、
近
年
、
情

報
通
信
基
盤
の
整
備
が
進
み
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
、
大
学
・
企
業
・

官
公
庁
な
ど
の
み
な
ら
ず
、
家
庭

に
ま
で
目
覚
ま
し
い
速
さ
で
浸
透

し
て
来
て
い
る
。

そ
れ
を
肌
で
感
じ
る
の
は
、
お

正
月
。
こ
こ
数
年
、
受
け
取
る
年

賀
状
を
見
る
と
、
差
出
人
の
電
子

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
目
に
す
る
機

会
が
増
え
て
き
た
。
職
場
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
限
ら
ず
、
個
人
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・

プ
ロ
バ
イ
ダ
に
加
入
し
て
取
得
し

て
い
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
よ
く

見
か
け
る
。
年
賀
状
の
添
え
書
き

を
き
っ
か
け
に
し
て
、
そ
の
後
す

ぐ
に
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
頼
り

に
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
友
人

と
「
会
話
」
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
封
書
や
葉
書
と
比
べ
て
敷

居
が
低
く
、
照
れ
や
億
劫
さ
な
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
。
最

近
は
、
そ
う
や
っ
て
温
め
て
い
る
、

秋
高
時
代
の
友
人
と
の
旧
交
が
た

く
さ
ん
あ
る
。

小
生
は
、
情
報
技
術
の
研
究
開

事
を
し
て
い
る
友
人
と
再
会
し
、

仕
事
の
や
り
方
、
組
織
運
営
の
仕

方
、
情
報
社
会
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

な
ど
を
議
論
す
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
交
流
を

広
げ
る
上
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
構
築
さ
れ
て
い
る
秋
高
同
窓

会
（
注
1
）
　
や
秋
高
東
京
同
窓
会

グ
を
逸
し
て
し
ま
う
と
、
も
う
連

絡
を
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
っ

た
が
、
最
近
で
は
、
こ
う
し
て
途

切
れ
て
し
ま
っ
た
交
流
さ
え
も
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
復
活

で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ヤ

フ
ー
（
注
3
一
と
か
イ
ン
フ
ォ
シ

発
や
市
場
調
査
の
仕
事
を
し
て
、

約
十
五
年
に
な
る
。
最
近
は
、
が

む
し
ゃ
ら
に
自
分
の
専
門
分
野
の

勉
強
を
し
て
き
た
時
期
を
過
ぎ
、

自
分
と
は
異
な
る
分
野
で
仕
事
を

し
て
い
る
人
達
と
の
交
流
が
相
対

的
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
年
齢
に

な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
盆

正
月
の
帰
省
時
に
は
、
各
界
で
仕

（
注
2
）
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
が

役
立
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
昭

和
・
平
成
×
×
年
卒
の
有
志
が
構

築
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
が
結

び
付
け
ら
れ
て
い
て
、
実
用
度
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
一
昔
前
だ
と
、
就
職
・

結
婚
・
転
勤
な
ど
の
際
に
、
友
人

に
住
所
変
更
を
伝
え
る
タ
イ
ミ
ン

ー
ク
（
注
4
）
な
ど
の
著
名
な
検

索
エ
ン
ジ
ン
に
「
今
頃
、
ど
う
し

て
い
る
だ
ろ
う
か
」
と
思
う
友
人

の
名
前
を
入
力
し
て
検
索
す
る
と
、

そ
の
友
人
の
近
況
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
見
つ
け
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
大
学
の
先
生

を
し
て
い
た
り
、
会
社
を
経
営
し

て
い
た
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
活
動
し
て
い
た
り
。
各
界
で

の
同
窓
生
の
活
躍
を
目
に
す
る
の

は
嬉
し
い
も
の
で
あ
る
。
時
に
は

仕
事
と
は
関
係
な
く
、
ご
夫
婦
揃

っ
て
、
あ
る
い
は
、
お
子
さ
ん
達

も
一
緒
に
家
族
み
ん
な
で
近
況
や

趣
味
を
公
開
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
ペ

ー
ジ
を
見
つ
け
る
こ
と
も
あ
る
。
そ

こ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
話

題
に
し
な
が
ら
、
電
子
メ
ー
ル
で

連
絡
を
取
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

「
こ
ち
ら
の
世
界
」
で
は
消
息

を
知
る
こ
と
が
難
し
く
て
も
、
「
あ

ち
ら
の
世
界
」
で
は
、
大
小
さ
ま

ざ
ま
な
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
情
報

発
信
し
て
い
て
、
比
較
的
容
易
に

「
再
会
」
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

こ
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た

交

流

の

面

白

さ

が

あ

る

（a賢a．kagaya㊥tOShiba．co．jp）。
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同
窓
会
監
事
異
動

退
任
　
三
　
浦

退
任
　
貝
　
田

再
任
　
小
　
玉

新
任
　
久
米
田

新
任
　
進
　
藤

檀
　
司
　
S
2
5

悦
　
男
　
S
3
0

康
　
延
　
S
3
1

利
太
郎
　
S
3
8

利
　
文
　
S
棚

久
米
田
氏
は
現
在
北
都
銀
行
常

勤
監
査
役
、
進
藤
氏
は
秋
田
経
済

研
究
所
理
事
事
務
局
長
。

平
成
1
3
年
度
校
内
人
事
異
動

▼
退
職

教
諭
　
升
　
屋
　
文
　
夫

▼
転
出
（
転
出
先
）

教
頭
　
伊
　
勢
　
日
出
夫

（
秋
田
西
高
校
長
）

教
頭
　
佐
　
藤
　
勇
一

（
合
川
高
校
長
）

教
諭
　
小
　
野
一
巳

（
秋
田
中
央
高
校
教
頭
）

教
諭
　
榎
　
　
　
　
豊

（
生
涯
学
習
課
副
主
幹
）

教
諭
　
田
　
中
　
道
　
夫

（
秋
田
工
茎
口
同
校
）

教
諭
　
小
　
野
　
　
巧

（
保
健
体
育
課
指
導
主
事
）

教
諭
　
渡
　
部
　
公
　
雄

（
秋
田
中
央
高
校
）

教
諭
　
石
　
黒
　
み
ど
り

（
秋
田
工
茎
口
同
校
一

教
諭
　
佐
　
藤
　
浩
一

（
御
所
野
学
院
高
校
）

教
諭
　
安
　
田
　
浩
　
幸

（
金
足
農
業
高
校
）

教
諭
　
伊
　
東
　
光
　
喜

（
秋
田
北
高
校
）

教
諭
　
伊
　
藤
　
　
真

（
秋
田
中
央
高
校
）

教
諭
　
松
　
山
　
茂
　
樹

（
御
所
野
学
院
高
校
一

教
諭
　
煤
　
賀
　
卓
　
也

（
羽
後
高
校
）

事
務
長
補
佐

奥
　
山
　
　
京

（
秋
田
垂
口
同
校
事
務
長
補
佐
）

▼
転
入
者
（
前
任
校
）

平
成
B
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況
報
告

進
路
指
導
主
事
　
佐
　
藤
　
健
　
公

今
年
度
か
ら
の
学
校
週
五
日
制

や
H
1
6
年
度
入
試
の
セ
ン
タ
ー
試

験
5
教
科
7
科
目
の
実
施
決
定
、

ま
た
、
大
学
側
で
は
独
立
行
政
法

人
化
が
具
体
化
し
て
き
た
。
大
き

な
変
革
を
前
に
し
た
現
行
課
程
終

盤
の
大
学
入
試
で
あ
っ
た
。

H
1
4
年
度
入
試
の
全
国
的
な
特

徴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
セ
ン

タ
ー
試
験
の
志
願
者
が
的
万
人
を

超
え
、
5
－
6
型
の
平
均
点
が
二

年
連
続
で
ダ
ウ
ン
し
た
。
②
超
ト

ッ
プ
校
へ
の
志
願
者
が
減
少
し
、

安
全
志
向
、
特
に
地
元
の
国
公
立

大
学
へ
の
志
向
が
強
ま
っ
た
。
③

東
京
・
東
海
地
区
で
志
願
が
減
少

し
、
隔
年
現
象
も
顕
著
に
な
っ
た
。

④
「
文
系
」
学
部
で
志
願
者
の
大

幅
増
、
「
工
」
「
家
政
・
生
活
科
学
」

系
の
不
人
気
⑤
中
堅
私
立
大
学
の

セ
ン
タ
ー
利
用
の
合
格
率
が
上
が

っ
た
。
⑥
女
子
大
の
易
化
な
ど
で

あ
る
。今

年
度
の
本
校
の
卒
業
生
は
昨

年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
3
9
6
名
で
あ

る
。
四
年
制
大
学
の
合
格
者
は
国

公
立
及
び
管
外
で
1
8
3
名
、
私

立
大
学
は
2
0
5
名
で
あ
る
。
ま

た
、
進
学
者
は
そ
れ
ぞ
れ
1
6
7

名
、
8
2
名
と
な
っ
て
い
る
。
進
学

志
望
者
に
対
す
る
合
格
率
は
約

7
0
％
、
進
学
率
は
6
5
％
と
例
年
よ

り
若
干
下
が
っ
て
い
る
。

本
校
生
の
主
な
合
格
者
数
は
別

表
（
三
面
に
掲
載
）
　
の
と
お
り
で

あ
る
。
国
公
立
大
学
で
昨
年
度
に

比
べ
て
増
減
の
あ
っ
た
主
な
も
の

は
、
東
北
2
4
　
（
＋
5
）
、
千
葉
1
3

（
＋
3
）
、
東
京
5
（
＋
3
）
、
東
京

外
語
5
　
（
＋
3
）
、
金
沢
4
　
（
＋

3
）
、
秋
田
県
立
3
一
＋
3
）
、
北

海
道
7
一
一
2
）
、
秋
田
（
医
一
7

（
一
4
）
、
新
潟
1
5
（
一
5
）
な
ど

で
あ
る
。
例
年
同
様
、
首
都
圏
志

向
、
難
関
大
・
学
部
へ
の
志
望
者

が
相
変
わ
ら
ず
多
い
。
東
北
大
の

志
願
者
が
7
3
名
と
一
昨
年
並
み
に

戻
っ
た
。
た
だ
、
志
望
者
が
多
い

医
学
部
は
現
役
・
過
卒
と
も
、
例

年
以
上
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

私
立
大
学
は
よ
り
首
都
圏
志
向

が
強
い
。
全
国
的
に
二
年
連
続
で

教
頭
　
目
　
黒
　
大
　
作

（
金
足
農
茎
口
同
校
教
頭
）

教
頭
　
岡
　
野
　
文
　
秀

（
本
荘
高
校
教
頭
）

教
諭
　
北
　
條
　
範
　
雄

（
秋
田
北
高
校
）

教
諭
　
伊
　
藤
　
敏
　
郎

（
由
利
高
校
）

教
諭
　
和
　
田
　
　
央

（
秋
田
南
高
校
）

教
諭
　
中
　
山
　
大
一
郎

（
能
代
西
高
校
）

教
諭
　
原
　
田
　
義
　
久

（
増
田
高
校
）

教
諭
　
武
　
田
　
秀
　
雄

（
県
立
博
物
館
学
芸
主
事
）

教
諭
　
佐
　
藤
　
幸
　
彦

（
平
成
高
校
）

教
諭
　
佐
　
賀
　
　
薫

（
秋
田
西
高
校
）

教
諭
　
山
　
城
　
　
崇

（
秋
田
東
高
校
）

主
事
　
伊
　
藤
　
恵
理
子

（
県
立
図
書
館
）
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．

志
願
者
は
増
加
し
、
二
極
化
は
さ

ら
に
進
行
し
た
が
、
本
校
生
が
受

験
す
る
大
学
は
「
難
化
安
定
」
で

あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
本

校
生
は
健
闘
し
た
と
言
え
よ
う
。

増
減
の
あ
る
主
な
も
の
は
、
青
山

学
院
1
4
　
（
＋
4
）
、
慶
應
義
塾
1
0

（
＋
3
）
、
専
修
7
（
＋
6
）
、
明
治

1
4
（
＋
2
）
、
学
習
院
2
（
一
4
）
、

中
央
1
4
　
（
一
2
）
、
東
京
女
子
4

（
一
7
）
、
東
京
理
科
6
（
一
2
）
、

法
政
‖
（
一
3
）
、
早
稲
田
6
一
一

堂
、
立
命
館
1
（
一
8
）
な
ど
で

あ
る
。
難
関
私
立
大
学
の
合
格
者

数
で
は
、
東
北
地
区
で
も
上
位
に

位
置
し
て
い
る
。

H
1
5
年
度
入
試
で
は
、
国
立
大

学
を
失
敗
し
て
浪
人
す
る
と
、
翌

年
度
入
試
か
ら
は
入
試
科
目
の
負

担
が
増
す
こ
と
か
ら
、
特
に
文
系

生
を
中
心
に
安
全
志
向
が
さ
ら
に

加
速
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、

大
学
の
再
編
・
統
合
な
ど
も
具
体

性
を
帯
び
て
き
た
。
入
試
を
含
め

た
大
学
側
の
変
革
や
、
教
育
課
程

の
切
り
替
え
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
今
後
と
も
生
徒
の
第
一
志
望

達
成
に
向
け
て
学
年
部
と
の
連
携

を
深
め
て
い
き
た
い
。
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翌
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閏
義
恕
翠
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四
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昭　を

弐ふよ喜説．・土手蕗∴洩・．‘‘ノ：∴

「
あ
な
た
の
よ
う
な
方
は
、
ぼ

く
の
周
り
に
は
ゴ
ロ
ゴ
ロ
い
ま
す
。

樹酢

竜

■

ロ■

ナ十
■回

輩等笠欝寵

転、・、、“‘‥

訂甥翠潤鎚哀

縦

手
術
後
五
年
、
十
年
と
経
つ
う
ち

に
、
皆
さ
ん
は
元
気
を
取
り
戻
し

て
い
ま
す
よ
。
い
わ
ば
、
現
代
病

で
す
な
。
医
学
を
信
じ
て
、
焦
ら

ず
に
ゆ
っ
く
り
ご
静
養
下
さ
い
。
」

私
が
昨
年
夏
、
胃
癌
で
入
院
し
た

際
、
高
橋
宏
幸
先
生
か
ら
頂
い
た

見
舞
状
。
お
人
柄
が
よ
く
表
れ
て

いる。先
生
は
文
武
両
道
の
人
。
母
校

在
学
中
は
柔
道
部
の
猛
者
だ
っ
た
。

昭
和
十
三
年
の
講
道
館
全
国
大
会
、

昭
和
十
五
年
の
学
生
達
盟
主
催
全

国
大
会
団
体
戦
で
何
れ
も
準
優
勝

し
て
い
る
。
学
歴
は
秋
田
鉱
専
機

械
科
卒
。
そ
れ
が
一
転
、
児
童
文

芸
作
家
と
し
て
大
成
し
た
異
色
の

人
物
で
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
郷
里
の
由
利

郡
東
由
利
町
に
平
成
四
年
創
設
し

監禁㌍㌍㌍舗畑務局よ　埠
猿群楷霜

辞

　

卍

ヽ
ナ
ヽ
さ
、

浅

　

薄

苛

頑

劫

火
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凋馳繭議

準
解

義
管
　
彗

∵
窯
㌫
∴
∴
定

I
T
時
代
の
流
れ
で
本
同
窓
会

で
も
平
成
十
二
年
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
開
設
に
あ

た
っ
て
は
、
株
式
会
社
ス
タ
ッ
フ

の
北
川
豊
彦
氏
（
昭
4
5
卒
）
、
株
式

会
社
秋
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
土

方
博
生
氏
（
昭
4
5
卒
）
よ
り
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
平
成
十
三
年
か
ら
は
、

同
窓
会
事
務
局
で
独
自
に
関
係
記

事
を
取
材
、
編
集
、
構
成
し
、
約

一
週
間
ご
と
に
更
新
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
し
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
秋
田

高
校
に
関
す
る
写
真
を
多
く
掲
載

し
て
お
り
、
母
校
を
な
か
な
か
訪

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
同
窓
の
方
々

に
少
し
で
も
学
校
生
活
の
雰
囲
気

を
お
伝
え
で
き
れ
ば
、
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
掲
載
記
事
も
広
報
委

員
会
等
で
精
遺
し
て
は
お
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
内
容
的
に
は
満
足

で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
お
気
付
き
の
点
や

ご
意
見
、
ご
感
想
等
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
E
メ
ー
ル
等
で
事
務
局

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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羽城館企画展t

九
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
羽
城
館
特
別
企

画
展
は
、
児
童
文
芸
作
家
の
高
橋
宏
幸
氏
（
昭

和
1
5
年
卒
）
　
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
ふ
る

っ
て
ご
参
観
下
さ
る
よ
う
ご
案
内
致
し
ま
す
。

高
橋
宏
幸
展

期日（
但
し
、

場
所

七
月
七
日
～
九
月
一
目

午
前
九
時
～
午
後
五
時

日
曜
祭
日
は
休
館
に
な
り
ま
す
）

′
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た
『
高
橋
宏
幸
賞
童
話
秋
田
県
コ

ン
ク
ー
ル
』
。
保
育
、
幼
稚
園
児
及

び
小
学
生
を
対
象
に
、
感
想
画
と

感
想
文
の
二
部
構
成
で
作
品
を
募

る
も
の
で
あ
る
。
応
募
者
は
年
々

増
加
、
近
年
は
四
千
点
を
超
え
、

毎
回
傑
出
し
た
作
品
が
誕
生
し
て

い
る
。
児
童
文
学
の
普
及
、
発
展

に
貢
献
し
た
と
し
て
、
平
成
十
三

年
秋
田
県
文
化
功
労
者
に
輝
い
て

いる。

世
は
混
沌
と
し
、
青
少
年
の
自

主
自
律
の
醸
成
が
問
わ
れ
て
い
る
。

巨
き
な
未
来
を
担
う
子
供
達
の
頭

を
耕
し
、
希
望
の
灯
を
点
し
て
き

た
先
生
の
功
績
は
大
き
い
。

今
回
の
展
示
も
若
い
力
の
台
頭

を
期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
代

表
作
の
一
つ
　
『
ロ
マ
ン
絵
物
語
①

マ
ン
モ
ス
少
年
ヤ
ム
』
の
後
書
き

に
は
「
心
に
太
陽
を
…
」
と
あ
る
。

「
秋
田
北
盟
寮
」
の
生
み
の
親

郷
土
地
理
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
小

田
内
通
敏
の
甥
に
あ
た
る
田
所
哲

太
郎
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八

五
）
九
月
二
十
七
日
に
銀
行
員
田

所
直
道
の
長
男
と
し
て
秋
田
市
で

誕
生
し
た
。

保
戸
野
尋
常
小
学
校
時
代
は
勉

強
や
読
書
が
大
好
き
で
あ
っ
た
反

面
、
身
体
が
虚
弱
で
、
小
使
い
さ

ん
に
送
ら
れ
て
帰
宅
し
た
こ
と
も

あ
る
と
述
懐
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
こ
と
が
、
後
年
、
田
所
が
ス
ポ

ー
ツ
に
関
係
し
、
晩
年
に
到
れ
る

ま
で
ボ
デ
ィ
ビ
ル
に
親
し
む
素
地

を
つ
く
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
三
十
七
年
に
秋
田
中
学
を

卒
業
し
た
田
所
は
、
内
村
鑑
三
や

新
渡
戸
稲
造
ら
の
思
想
家
を
輩
出

し
た
札
幌
農
学
校
に
憧
れ
て
同
校

予
科
に
進
み
、
さ
ら
に
東
北
帝
国

大
学
農
科
大
学
（
現
在
の
北
海
道

大
学
は
一
時
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ

て
い
た
）
農
芸
化
学
科
に
進
学
す

る
。
そ
し
て
、
四
十
三
年
に
銀
時

計
組
の
一
人
と
し
て
卒
業
す
る
と

同
時
に
同
大
学
の
助
手
と
し
て
研

究
生
活
に
入
り
、
翌
四
十
四
年
に

は
助
教
授
に
昇
格
し
た
。

大
正
七
年
（
一
九
一
人
）
か
ら

二
年
間
、
田
所
は
シ
カ
ゴ
大
学
の

化
学
学
科
、
物
理
学
科
に
留
学
す

る
が
、
滞
米
中
、
ア
メ
リ
カ
の
学

生
た
ち
が
寮
生
活
に
よ
っ
て
大
学

生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
る
の

を
見
て
と
り
、
帰
国
後
、
札
幌
に

学
生
寮
を
建
設
す
る
運
動
に
取
り

組
む
。田

所
の
そ
う
し
た
努
力
に
よ
っ

て
大
正
十
二
年
八
月
に
竣
工
し
た

の
が
「
秋
田
北
盟
寮
」
で
、
こ
れ
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は
、
何
度
か
改
築
を
経
な
が
ら
平

成
十
年
の
閉
寮
ま
で
存
続
し
た
。

こ
の
間
に
六
百
数
十
人
を
世
に
送

り
出
し
た
が
入
寮
者
の
半
分
以
上

が
秋
田
中
学
・
秋
田
高
校
の
卒
業

生
で
あ
っ
た
。
北
盟
寮
を
巣
立
っ

た
学
生
の
う
ち
三
十
名
が
北
大
な

ど
、
国
内
外
の
大
学
の
教
授
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
。

田
所
は
秋
田
寮
の
生
み
の
親
で

あ
る
と
同
時
に
育
て
の
親
で
も
あ

り
、
郷
土
の
学
生
に
対
す
る
慈
愛

に
満
ち
た
思
い
や
り
か
ら
、
現
職

の
秋
田
高
女
（
現
秋
田
北
高
）
教

諭
石
橋
常
世
を
寮
母
に
迎
え
て
情

操
教
育
に
取
り
組
ん
だ
の
も
、
未

だ
に
関
係
者
の
語
り
草
に
な
っ
て

い
る
。北

大
に
お
け
る
田
所
の
よ
う
な

人
物
が
東
北
大
に
は
い
な
か
っ
た

と
、
今
で
も
時
お
り
東
北
大
学
の

関
係
者
か
ら
漏
れ
聞
こ
え
た
り
す

る
の
も
、
む
べ
な
る
か
な
と
言
え

よ
う
か
。

二
　
つ
　
の
学
位

さ
て
田
所
は
、
当
時
、
寒
さ
に

は
強
い
が
味
が
い
ま
一
つ
と
言
わ

れ
て
い
た
北
海
道
産
米
の
改
良
に

取
り
組
む
な
か
で
、
米
タ
ン
パ
ク

質
の
化
学
構
造
の
違
い
に
注
目
、

こ
の
研
究
に
よ
っ
て
大
正
八
年
に

ま
ず
農
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
、

十
年
に
は
、
三
年
前
に
誕
生
し
て

い
た
北
海
道
帝
国
大
学
の
教
授
に

昇
進
す
る
。

そ
の
後
田
所
は
、
植
物
細
胞
の

ニ
カ
ワ
質
の
研
究
に
没
頭
し
、
そ

の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
昭
和
三
年

（
一
九
二
人
）
に
今
度
は
理
学
博
士

の
学
位
を
取
得
、
二
つ
の
博
士
号

を
も
つ
大
学
者
と
な
っ
た
の
で
あ

った。大
正
が
終
わ
っ
て
昭
和
と
改
元

さ
れ
た
こ
ろ
、
東
京
、
京
都
、
東

北
、
九
州
、
北
海
道
と
五
つ
の
帝

国
大
学
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち

理
学
部
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
は
、

東
京
、
京
都
、
東
北
の
三
大
学
だ

け
で
あ
っ
た
。

北
大
に
も
理
学
部
を
と
い
う
気

運
が
高
ま
り
、
そ
の
設
置
運
動
が

活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
た
頃
の
昭

和
四
年
、
パ
リ
に
お
い
て
理
学
部

教
授
候
補
者
会
議
と
い
う
も
の
が

催
さ
れ
、
田
所
は
そ
れ
に
出
席
す

る
が
、
そ
の
折
り
、
踊
り
子
の
絵

を
買
っ
て
帰
り
、
理
学
部
会
議
室

に
飾
っ
た
。

後
年
、
雪
博
士
と
し
て
有
名
な

中
谷
宇
吉
郎
北
大
教
授
を
し
て
、

踊
り
子
の
絵
を
会
議
室
に
掛
け
て

い
る
大
学
は
、
日
本
で
は
北
大
の

理
学
部
だ
け
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ

う
な
閥
達
な
雰
囲
気
か
ら
良
い
研

究
が
育
つ
の
で
す
。
と
言
わ
し
め

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
そ
の
絵
は
、
現
在

も
教
授
会
が
開
か
れ
る
会
議
室
に

飾
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

昭
和
五
年
、
北
大
に
理
学
部
が

創
設
さ
れ
る
と
同
時
に
田
所
は
農

学
部
か
ら
理
学
部
に
配
置
転
換
と

な
り
、
翌
年
三
月
に
は
理
学
部
長

に
選
ば
れ
て
、
草
創
期
の
六
年
間

北
大
理
学
部
の
基
盤
確
立
の
た
め

に
尽
力
す
る
。

学
内
に
お
け
る
各
種
施
設
設
備

の
充
実
の
ほ
か
、
昭
和
六
年
に
は

厚
岸
臨
海
実
験
所
、
八
年
に
は
室

蘭
海
藻
研
究
所
を
発
足
さ
せ
る
な

ど
、
北
海
道
と
関
わ
り
の
深
い
分

野
の
研
究
施
設
の
充
実
に
も
意
を

用
い
た
。

ま
た
郷
里
の
同
窓
で
親
友
の
大

森
町
出
身
ア
ラ
ビ
ア
太
郎
こ
と
山

下
太
郎
か
ら
、
戦
前
、
莫
大
な
資

金
の
提
供
を
う
け
て
、
理
学
部
そ

ば
に
山
下
生
化
学
研
究
室
を
設
立

し
て
、
多
く
の
弟
子
を
教
育
し
た

の
も
記
憶
に
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

話
は
さ
か
の
ぼ
る
が
、
田
所
が

秋
田
中
学
に
在
学
中
、
イ
ギ
リ
ス

帰
り
の
武
田
千
代
三
郎
知
事
が
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
古
い

ボ
ー
ト
を
買
い
取
り
秋
田
中
学
で

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
を
試
演
さ
せ
た
。
た

ま
た
ま
こ
の
時
、
田
所
が
ト
ッ
プ

を
漕
い
だ
。
そ
の
経
験
が
、
田
所

が
北
大
理
学
部
長
時
代
に
ボ
ー
ト

選
手
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
り

北
大
は
今
で
も
ボ
ー
ト
競
技
の
強

い
大
学
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
田
所
は
北
大
の
ス
ケ

ー
ト
部
長
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

長
な
ど
も
務
め
、
日
本
ス
ケ
ー
ト

連
盟
の
副
会
長
職
に
就
い
た
り
し

て
い
る
。

昭
和
二
十
四
年
定
年
退
官
と
な

り
、
こ
れ
ら
多
く
の
研
究
功
績
に

対
し
て
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
の

称
号
が
与
え
ら
れ
た
。

北
海
道
開
発
の
偉
大
な
功
労
者

太
平
洋
戦
争
後
の
昭
和
二
十
四

年
、
北
海
道
学
芸
大
学
（
現
北
海

道
教
育
大
学
）
が
設
立
さ
れ
る
と

田
所
は
初
代
学
長
に
選
ば
れ
八
年

間
そ
の
職
を
務
め
る
。

北
教
大
を
退
い
た
後
、
帯
広
畜

産
大
学
の
学
長
に
選
任
さ
れ
て
北

海
道
の
主
要
産
業
の
一
つ
で
あ
る

畜
産
の
研
究
と
技
術
の
向
上
に
貢

献
、
さ
ら
に
三
十
八
年
に
は
北
海

道
女
子
短
期
大
学
の
学
長
に
就
任

し
て
女
子
教
育
に
も
あ
た
っ
た
。

持
ち
前
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
次
々

と
実
行
に
移
し
て
大
学
の
整
備
充

実
に
努
力
す
る
な
ど
、
北
海
道
の

教
育
、
科
学
発
展
、
人
材
育
成
に

果
た
し
た
田
所
の
功
績
は
き
わ
め

て
大
き
な
も
の
が
あ
る
。

田
所
は
ま
た
、
み
ず
か
ら
も
そ

の
創
立
の
た
め
に
尽
力
し
た
日
本

農
芸
化
学
会
や
日
本
生
化
学
会
の

評
議
員
を
務
め
、
さ
ら
に
日
本
化

学
会
会
長
、
北
海
道
科
学
普
及
協

会
会
長
等
に
も
就
任
し
て
、
学
界

の
発
展
に
も
寄
与
す
る
と
こ
ろ
大

な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
田
所
の
こ

う
し
た
幅
広
い
功
績
に
対
し
て
は
、

勲
二
等
旭
日
重
光
章
（
昭
和
四
十

年
）
、
北
海
道
文
化
賞
（
同
四
十
一

年
）
、
北
海
道
開
発
功
労
賞
（
同
四

十
八
年
）
な
ど
が
贈
ら
れ
て
い
る
。

田
所
は
自
分
に
勇
猛
な
精
神
を

育
て
て
く
れ
た
の
は
北
海
道
だ
と

語
っ
て
い
る
が
、
第
二
の
故
郷
で

あ
る
そ
の
北
海
道
で
田
所
が
没
し

た
の
は
昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十

日
で
あ
る
。
秋
田
中
学
同
窓
の
医

師
に
見
守
ら
れ
、
愛
用
し
た
フ
ラ

ン
ス
仕
立
て
の
タ
キ
シ
ー
ド
姿
で

旅
立
っ
た
。
享
年
九
十
四
歳
で
あ

っ
た
。
故
人
の
意
思
に
よ
り
、
葬

儀
は
宗
教
に
と
ら
わ
れ
ず
に
簡
素

に
執
り
行
わ
れ
た
が
、
式
中
は
絶

え
ず
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
「
英
雄
」
第

二
楽
章
が
流
さ
れ
た
ほ
か
、
故
人

が
晩
年
愛
し
た
民
謡
「
秋
田
お
ば

こ
」
も
紹
介
さ
れ
て
、
参
会
者
一

同
、
故
郷
を
遠
く
離
れ
て
黄
泉
路

に
旅
立
っ
た
故
人
の
気
持
ち
を
偲

ん
だ
と
い
う
。
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秋
高
百
三
十
周
年
記
念
事
業

先
覚
顕
彰
誌
発
行
、
ピ
ア
ノ
寄
贈
、

女
瀞
運
動
部
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
建
設
、

そ
の
飽

秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校

創
立
百
三
十
周
年
記
念
事
業

募

金

趣

意

書

拝
啓
　
同
窓
の
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝

に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
母
校
秋
田
高
等
学
校
は
、
来
た
る
平
成
十
五
年
九
月
一

日
を
以
て
創
立
百
三
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
先

に
各
位
の
ご
協
力
を
得
て
百
二
十
周
年
を
祝
い
、
校
史
資
料
館

（
同
窓
会
館
）
　
が
竣
工
さ
れ
る
な
ど
い
よ
い
よ
充
実
発
展
を
続

け
、
こ
こ
に
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

明
治
六
年
の
創
立
以
来
、
常
に
伝
統
を
守
り
つ
つ
新
し
い
時

代
を
拓
き
、
幾
多
有
為
の
人
材
を
生
み
、
な
お
躍
進
発
展
の
途

上
に
あ
る
こ
と
は
、
各
位
と
共
に
同
慶
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

わ
が
同
窓
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
こ
の
意
義
あ
る
百
三
十
周

年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
古
い
歴
史
と
伝
統
を
か
え
り
み
る

と
共
に
母
校
の
現
在
の
充
実
と
将
来
の
発
展
を
願
っ
て
、
世
代

や
卒
業
年
次
を
越
え
て
総
力
を
結
集
し
、
意
義
あ
る
記
念
事
業

を
実
現
せ
ん
と
期
し
て
お
り
ま
す
。

各
部
門
の
実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
立
案
計
画
さ
れ
て
い
る
事

業
の
主
要
な
も
の
は
、
下
記
記
念
事
業
計
画
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。創

立
以
来
百
三
十
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
て
、
同
窓
生

各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
成
就
を
期
し
た
く
存
じ
て
お
り
、
記

念
事
業
お
よ
び
行
事
費
と
し
て
同
窓
会
は
一
口
五
千
円
を
募
り
、

三
千
五
百
万
円
を
募
金
の
目
標
額
と
致
し
ま
し
た
。
母
校
の
発

展
、
同
窓
会
の
充
実
、
後
輩
の
育
成
の
た
め
、
同
封
別
紙
に
基

づ
き
ご
寄
付
を
賜
り
た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
　
具

平
成
十
四
年
三
月

秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校

創
立
百
三
十
周
年
事
業
実
行
委
員
会
委
員
長

会
長
　
丸
　
山

同

窓

会

会

員

各

位

健

記
念
事
業
計
画

二
女
子
運
動
部
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場

ヽ　　ヽ

一
、
四
〇
〇
万
円

ピ
ア
ノ
　
　
　
四
〇
〇
万
円

そ
の
他
の
事
業
八
〇
〇
万
円

先
樅
録
・
周
年
誌
発
行
他

一
、
記
念
行
事
　
　
三
五
〇
万
円

会
場
借
上
・
記
念
講
演
他

二
総
務
費
　
　
　
五
五
〇
万
円

印
刷
・
通
信
・
実
行
委
員

会
会
議
費
他

記
念
事
業
募
金
計
画

、
目
標
額
　
　
三
千
五
百
万
円

、
期
　
間

平
成
十
四
年
四
月
か
ら

平
成
十
五
年
八
月

、
募
金
方
法
一
口
　
五
千
円

、
払
込
方
法

（
1
）
専
用
の
払
い
込
み
用
紙

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
2
）
現
金
書
留
又
は
直
接
秋

田
高
等
学
校
内
本
会
事
務

局
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

一
、
問
い
合
わ
せ

〒
〇
一
〇
一
〇
八
五
一

秋
田
県
秋
田
市
手
形
字
中
台
一

番
地

秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校
内

創
立
二
二
〇
周
年
記
念
実
行
委

員
会
事
務
局

電
　
話

〇
一
人
（
八
三
二
）
九
五
五
三

F
A
X

〇
一
人
（
八
三
二
）
九
五
八
人

秋
高
百
三
十
周
年
記
念
事
業

部

門

別

委

員

○
実
行
委
員
会

委
員
長
　
丸
山
　
健

副
委
員
長
　
小
玉
得
太
郎

ク
　
　
辻
　
兵
書

ク
　
　
小
林
　
忠
雄

ク
　
　
井
上
　
房
子

ク
　
　
高
橋
　
幸
臣

○
総
務
委
員
会

委
員
長
　
小
玉
得
太
郎

校S S S S S
長2928191814

副
委
員
長
　
井
上

ク

委
　
員

ククククク

高
橋

山
谷

小
林

藤
原

工
藤

豊
口

高
橋

房
子

幸
臣

浩
二

良
弘

豪
男

雄
一

祐
一

智
徳

孟夏吉富夏季奮富忘

○
行
事
委
員
会

委
員
長
　
山
谷

副
委
員
長
　
桝
田

ク
　
　
岡
野

浩
二

浩
司

文
秀

委
　
員
　
佐
々
木
博
良

ク
　
　
秋
山
　
秀
昭

ク
　
　
高
村
　
文
子

ク
　
　
上
村
　
司

ク
　
　
菊
地
　
了
邦

ク
　
　
佐
藤
　
悦
紹

ク
　
　
小
国
　
輝
也

ク
　
　
笹
渕
　
篤

ク
　
安
藤
巳
智
子

S S S S S S S S S S S嘉
4738574948484539384130i
●　　●

○
財
政
委
員
会

委
員
長
　
豊
口

副
委
員
長
　
速
水

ク
　
　
佐
藤

祐
一
（
S
型

洋
子
（
S
竺

健
公
（
S
竺
・

秋田高等学校創立130周年記念事業計画予算概要
◎収入の部

募金目標額　　35，0榊，000円　　　　5，000円×7，0㈱人

◎支出の部

項　　　目　　　　予　算　額　　　　　　　　　摘　　　　　　　　　　要

総務委員会　　　　400，0㈱円会議　功労者表彰等

財政委員会　　　　　2，0榊，0個　通信　印刷　募金振込用紙等

広報委員会　　　　　3，500，0㈱　編集、取材、印刷、発行　だより特集版　送料

行事委員会　　　　　3，500，0㈱　式典　祝賀会　記念講演　招待行事　文化交流事業

校史委員会　　　　　4，500，0㈲　資料収集　先覚顕彰誌　周年誌

名簿委員会　　　　　　　　0　名簿38号発行（別途会計）

施設委員会　　　　18，000，0個　女子運動部トレーニング場　ピアノ

事　　務　　局　　　　　2，500，㈱0　送料　印刷　消耗品　諸会議　人件費　他

予　　備　　費　　　　　　600，000

合　　　計　　　　　35，㈱0，㈱0

委
　
員

クククククク

佐
渡
谷
栄
悦

大
嶋
　
駿
一

高
橋
　
智
徳

遠
藤
　
茂
麿

斎
藤
　
信
郷

佐
野
　
元
彦

原
田
　
康
平

○
名
簿
委
員
会

委
員
長
　
工
藤
　
雄
一

（S至
（
S
3
7
）

（S些
（S翌・

（S空
（S些

（S㊥）
（S至

副
委
員
長
　
佐
藤
　
英
明
（
S
亜
）

ク

委
　
員

ククククク

工
藤
　
昭
二
　
（
S
些
・

伊
藤
　
健
一
（
S
墾

菊
地
え
り
子
（
S
竺

田
近
　
吉
彦
（
S
型

小
林
　
忠
彦
（
S
竺

越
中
谷
孝
一
（
S
竺

橋
本
　
雅
之
（
S
竺
・

○
広
報
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

ク

委
　
員

ク

大成寺田藤
友田田宮原

直子夫忠賓
涼和

／－＼　　　　（　　　　　　　（　　　　／′‾‾．‘・＼　　　　（

S S S S S

5731413227
＼、＿＿／　＼、＿一／　＼、＿一／　　　　）　　　　＼、＿一／

●

ク
　
　
松
岡
　
直
樹

ク
　
　
佐
々
木
晃
久

ク
　
　
平
野
　
則
夫

ク
　
　
竹
内
　
静
子

〇
校
史
委
員
会

委
員
長
　
小
林
　
良
弘

副
委
員
長
　
佐
藤
　
正

ク
　
　
柴
山
　
芳
隆

委
　
員
　
遠
藤
　
茂
麿

ク
　
　
安
藤
巳
智
子

ク

　

　

関

ク
　
　
安
田

ク
　
　
石
塚

ク
　
　
森
元

ク
　
　
平
野

○
施
設
委
員
会

浩
幸

政
吾

弘
毅

則
夫

委
員
長

副
委
員
長

ク

鼻墓轟

委
ク

員

遠相
藤場

茂清大公智
麿和作性別

（
S
6
1
）

（S竺・

（
H
l
）
・

（
H
4
）
・

（S至
（S至

（S些・

（S翌・

（
S
4
7
）
・

（S型・

（
S
5
4
）

（
S
5
4
）
・

（
S
6
2
）
・

（
H
l
）
・

（S些
（S竺

（S竺・

（事務長）・

（S望・

・
学
校
側
委
員

「
先
躍
」
と
い
う
字
句
は
校
歌

の
三
番
に
あ
る
の
で
、
同
窓
会
員

に
は
既
に
馴
染
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

標
題
の
『
先
樅
録
』
は
、
こ
の

度
の
本
校
創
立
百
三
十
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
発
刊
す
る
こ

と
に
な
っ
た
、
秋
田
高
校
の
歴
史

に
み
る
人
物
像
顕
彰
誌
の
タ
イ
ト

ル
で
あ
り
、
こ
の
名
付
け
親
は
、
現

同
窓
会
丸
山
健
会
長
で
あ
る
。

こ
と
の
起
こ
り
は
、
先
に
建
設

さ
れ
た
資
料
館
（
羽
城
館
）
　
の
整

備
に
つ
い
て
、
企
画
委
員
会
で
討

議
を
重
ね
た
結
果
、
平
成
八
年
に

な
っ
て
、
秋
田
高
校
の
歴
史
上
の

人
物
を
掲
額
す
る
案
が
浮
上
。
こ

の
人
物
像
選
定
に
つ
い
て
は
、
選

考
委
員
会
（
貝
沼
研
造
委
員
長
・

S
8
）
に
一
任
し
た
の
で
あ
っ
た
。

①
人
物
像
掲
額
決
定
者
総
勢
四
十

三
人

第
一
次
選
考
は
『
同
窓
会
だ
よ

り
』
第
五
三
号
（
平
成
9
・
7
・

鬱
　
に
発
表
済
み
の
た
め
省
略
、

第
二
次
選
考
（
平
成
1
0
・
9
・
至

の
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

M
1
2
中
退
　
安
　
藤
　
和
　
風

2
2
中
退
　
近
江
谷
　
栄
　
次

2
6
　
　
佐
々
木
　
駒
之
助

2
9
　
　
安
　
倍
　
伸
　
雄

3

3

　

　

　

滝

　

田

池
　
田

3

5

　

　

横

3

7

　

　

　

田

T

4　43

仁古人

130周年記念事業寄付金納入状況
平成14年6月末現在

座　額　恒　数　　小　計
l　2崎00岬［＋3当　　600，0㈱円
l　瑚00中　　「　　＝　130，㈱0
l　珊00中　「　1］10叩00　見村平所山

樗
　
陰

謙
　
三

助
　
成

哲
太
郎高

精
一
郎

誠
治

141312　7

伊
　
達
　
義
　
行

山
　
本
　
時
　
男

鈴
　
木
　
健
次
郎

深
　
井
　
史
　
郎

伊
　
藤
　
勝
　
三

さ
ら
に
、
遺
漏
の
な
い
よ
う
再

確
認
を
兼
ね
た
最
終
選
考
委
員
会

（
平
成
1
4
・
5
・
1
0
）
　
の
結
果
は
、

M
1
7
中
退
　
土

2

7

　

　

　

柴

2
9
中
退
　
奈

3
7
中
退
　
河

田
　
萬
　
助

田
　
政
太
郎

良
　
磐
　
松

村
　
重
治
郎

棚
中
退
　
西
　
村
　
祥
　
治

と
決
定
。
最
終
の
五
人
に
つ
い
て

は
、
現
在
肖
像
権
承
認
の
お
願
い

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
『
先
樅
鐸
』
編
さ
ん

さ
て
、
第
一
次
掲
額
を
や
っ
て

み
た
と
こ
ろ
、
大
方
は
明
治
生
ま

れ
で
あ
り
、
ど
ん
な
人
物
か
よ
く

わ
か
ら
な
い
。
よ
っ
て
解
説
書
を

用
意
し
よ
う
。
い
や
、
ど
う
せ
や

る
な
ら
一
冊
の
本
に
ま
と
め
る
べ

き
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
来

年
九
月
一
日
の
記
念
式
典
に
向
け

て
現
在
編
集
作
業
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

執
筆
は
、
秋
田
高
校
教
職
に
あ

る
柴
山
芳
隆
氏
（
S
型
　
に
ご
苦

労
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
完
成

の
暁
に
は
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も

「
先
樅
追
い
つ
つ
未
来
の
望
み
」
の

よ
す
が
に
な
れ
ば
幸
い
と
考
え
て

いる。
（
M
は
明
治
、
T
は
大
正
、
S
は
昭

和
、
数
字
は
卒
業
年
次
）

校
史
委
員
長
　
小
林
良
弘
（
S
至

l　犯000I＋＋131　650，㈱0
l　鋤00中　「　14］　420，㈱0
l　為00中　「　中　　50，㈱O
l　犯00両＋17l　　340，0榊
［路00011＋中　　60，榊0
l　蛤00両　　4041　4，040，㈱0
［鮒0両＋131　18，㈱0
［　帥001＋t30日　6，540，個0
［　欝001［＋＝　　3，500
［　卸0011＋131　39，000
！即0中　「　中　10，㈱0
［　川0時　　「　　＝　　　3，000
「合　計I L79日　13，00欝00
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来年のさまざまな創立百三十周年記．

念事業の成功に向けて、同窓会内では

各種委員会がすでに動き出しています。′

同窓会会員の皆様のご理解とご協力

をお願いいたします。

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会
は
百
三
十
周
年
実

行
委
員
会
を
総
括
し
て
い
る
委
員

会
で
す
。
企
画
・
財
政
・
広
報
・

名
簿
の
常
置
委
員
会
に
、
校
史
・

施
設
の
二
つ
の
特
別
委
員
会
が
あ

り
副
会
長
と
六
部
門
別
委
員
長
か

ら
構
成
さ
れ
、
小
玉
得
太
郎
氏
が

委
員
長
に
選
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
企
画
委
員
会
は
記
念
事
業
期
間
は

行
事
委
員
会
と
呼
称
）

委
員
会
の
お
も
な
る
協
議
・
決

定
事
項
は

①
各
部
門
別
委
員
会
の
委
員
の

選
任

②
募
金
目
標
額
と
予
算
案
の
策

定
③
記
念
事
業
や
行
事

④
施
設
整
備
事
業
（
女
子
部
室

建
設
と
ピ
ア
ノ
寄
贈
）

⑤
名
簿
発
刊

右
記
の
協
議
決
定
事
項
を
各
部

門
別
委
員
会
に
付
託
、
具
体
策
を

検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
で
は
、
周
年
事
業
を

通
し
て
秋
田
高
校
同
窓
生
な
ら
び

に
在
校
生
の
母
校
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
新
し
い
時
代
に
即
し
た
多

く
の
卒
業
生
の
協
賛
を
得
ら
れ
る

同
窓
会
の
あ
り
方
な
ど
を
協
議
。

従
来
の
施
設
を
主
と
し
た
ハ
ー

ド
な
周
年
事
業
を
、
同
窓
会
と
母

校
と
の
交
流
の
ソ
フ
ト
事
業
を
基

本
方
針
と
し
て
審
議
。
五
年
前
か

ら
企
画
さ
れ
編
集
中
の
秋
高
の
先

覚
顕
彰
誌
「
先
樅
録
」
の
発
刊
と

学
校
側
よ
り
の
要
望
の
あ
っ
た
女

子
部
室
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
建
設
お

よ
び
ピ
ア
ノ
の
寄
贈
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
学
校
全
体
の
生
徒

数
の
四
割
を
超
す
女
子
生
徒
に
対

応
し
た
施
設
設
備
が
充
分
で
な
く
、

公
費
で
の
実
現
が
難
し
い
現
状
で

の
女
子
部
室
建
設
は
周
年
事
業
と

し
て
有
意
義
で
あ
り
、
今
後
母
校

全
体
の
部
活
動
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
財
政
委
員
舎

広
く
多
く
の
会
員
に
、
百
三
十

周
年
事
業
に
参
加
協
力
を
願
う
た

め
一
口
五
千
円
、
目
標
額
三
千
五

百
万
円
と
し
て
、
本
年
四
月
よ
り

募
金
中
で
十
月
末
を
一
次
締
切
と

し
て
い
ま
す
。
七
月
に
納
入
依
頼

を
し
た
同
窓
会
会
費
と
混
同
し
な

い
よ
う
青
色
の
振
替
用
紙
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

な
お
平
成
十
年
卒
以
降
の
会
員

や
旧
職
員
の
特
別
会
員
に
、
寄
付

依
頼
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
寄
付

申
込
み
や
そ
の
問
い
あ
わ
せ
が
あ

り
ま
す
。
寄
付
受
付
は
し
て
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
広
報
委
員
含

年
間
三
回
発
行
し
て
い
る
同
窓

会
だ
よ
り
に
、
百
三
十
周
年
事
業

広
報
と
し
て
毎
号
各
部
門
委
員
会

の
活
動
や
計
画
の
進
捗
状
況
を
掲

載
。
特
集
号
を
事
業
報
告
及
び
募

金
者
芳
名
録
と
し
て
発
行
の
予
定
。

（
施
設
委
員
舎

今
回
の
周
年
事
業
女
子
運
動
部

室
の
建
設
（
予
算
千
四
百
万
）
決

定
を
う
け
同
委
は
建
設
場
所
、
規

模
等
を
協
議
検
討
。
場
所
は
大
体

育
館
入
口
の
両
サ
イ
ド
の
位
置
と

し
、
工
作
物
の
建
築
承
認
の
認
可

も
済
み
、
来
年
四
月
上
旬
に
業
者

選
定
依
頼
、
工
事
着
手
五
月
、
工

事
完
了
は
七
月
に
予
定
し
て
い
ま

す
。

（
校
史
委
員
ム
否

直
近
の
十
年
間
の
本
校
の
動
き

を
概
観
、
進
路
指
導
、
生
徒
指
導
、

部
活
動
、
P
T
A
な
ど
、
い
く
つ

か
の
項
目
を
立
て
て
ま
と
め
る
ほ

か
、
関
係
者
に
よ
る
座
談
会
の
掲

載
も
予
定
し
て
い
る
。
質
・
量
と

も
に
充
実
し
て
い
た
「
百
二
十
周

年
記
念
誌
」
に
優
る
と
も
劣
ら
な

い
記
念
誌
を
め
ざ
し
て
作
業
が
始

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

（
行
事
委
員
含

記
念
式
典
（
県
民
会
館
）
並
び

校
閲

輝
訪

伝
統
は
生
き
て
い
た
　
ー

母
校
の
充
実
に
感
動

昭
和
2
7
年
卒
同
期
会

前
校
舎
が
完
成
し
た
が
、
兵
舎
跡

教
室
の
印
象
は
、
今
な
お
強
く
我
々

の
脳
裏
に
刻
み
込
ま
れ
、
仲
間
が

顔
を
合
わ
す
度
に
語
り
種
に
な
っ

「
こ
ん
な
立
派
な
校
舎
な
ら
も

っ
と
勉
強
し
た
だ
ろ
う
な
…
」
清

酒
な
母
校
を
目
の
あ
た
り
に
し
た

誰
か
の
ジ
ョ
ー
ク
に
も
一
行
か
ら

笑
い
が
出
な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど

が
五
十
年
ぶ
り
の
母
校
の
充
実
ぶ

り
に
、
声
も
出
な
か
っ
た
の
だ
。
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に
祝
賀
会
（
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）

は
平
成
十
五
年
九
月
一
日
（
月
）

の
創
立
記
念
日
に
決
定
。

式
典
の
行
事
・
催
し
も
の
等
に

つ
い
て
は
、
学
校
・
P
T
A
の
実

行
委
と
協
議
し
今
後
具
体
的
に
検

討
の
予
定
で
す
。

（
名
簿
委
員
舎

平
成
十
五
年
版
・
百
三
十
周
年

記
念
名
簿
発
行
の
た
め
左
記
予
定

で
準
備
中
。
現
在
の
登
録
者
数
2

7

4

9

0

人

。

逝

去

者

数

6

2

3

0
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
名
簿
（
管
三

改
定
発
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表

平
成
1
4
年

5
月
・
名
簿
委
員
会
（
完
成
迄

七
回
程
度
予
定
）

6
月
・
1
4
年
度
デ
ー
タ
返
送
整

理

8
月
・
名
簿
仕
様
検
討
決
定

9
月
・
名
簿
頒
布
価
格
決
定

1
0
月
・
印
刷
業
者
入
札
に
よ
り

決
定

・
細
部
　
業
者
と
打
合
せ

1
1
月
・
会
員
カ
ー
ド
作
成
準
備

1
2
月
・
掲
載
広
告
協
力
依
頼
準

備

平
成
1
5
年

1
月
・
年
次
名
簿
委
員
会
議

2
月
・
掲
載
広
告
募
集
開
始

3
月
・
会
員
カ
ー
ド
発
送

4
月
・
返
送
会
員
カ
ー
ド
整
理

5
月
・
不
明
者
追
跡
業
務

・
名
簿
注
文
数
集
計

・
名
簿
デ
ー
タ
広
告
〆
切

6
月
・
業
者
へ
最
終
デ
ー
タ
受

け
渡
し

7
月
・
最
終
校
正

8
月
・
印
刷
、
製
本
完
了
発
送

高
卒
五
十
周
年
を
迎
え
た
の
を

機
会
に
母
校
の
現
代
の
姿
を
仲
間

と
確
か
め
た
い
、
秋
田
・
東
京
の

仲
間
か
ら
期
せ
ず
し
て
上
が
っ
た

要
望
が
今
回
の
訪
問
の
き
っ
か
け

だ
っ
た
。
六
月
十
六
日
に
岩
城
町

の
厚
生
年
金
休
暇
セ
ン
タ
ー
・
ウ

エ
ル
サ
ン
ピ
ア
秋
田
で
記
念
総
会

を
開
い
た
後
、
翌
十
七
日
に
二
十

七
人
が
バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
。
一

行
に
は
東
京
同
窓
会
会
長
の
高
橋

恒
雄
君
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
駆

け
つ
け
た
寺
山
威
君
、
十
二
年
ぶ

り
に
同
期
会
に
参
加
し
た
広
島
在

住
の
野
呂
道
雄
君
も
交
じ
っ
て
い

た
。終

戦
の
翌
年
、
旧
制
秋
田
中
学

に
入
学
し
た
我
々
は
、
学
制
改
革

で
「
秋
田
南
高
校
併
設
中
学
」
に

編
入
さ
れ
、
高
校
二
年
に
な
る
ま

で
四
年
間
も
最
下
級
生
で
過
ご
し

た
。
し
か
も
入
学
当
時
、
進
駐
軍

に
撤
収
さ
れ
た
校
舎
が
焼
失
し
て

い
た
た
め
、
入
学
式
は
中
通
小
学

校
で
迎
え
、
当
初
は
旭
南
小
学
校

で
午
後
か
ら
授
業
を
受
け
た
。

一
月
足
ら
ず
で
旧
十
七
連
隊
跡

に
全
校
が
ま
と
ま
っ
た
も
の
の
兵

舎
跡
の
教
室
は
、
全
く
の
荒
れ
放

題
。
冬
季
は
吹
雪
が
ま
と
も
に
校

内
に
吹
き
付
け
、
薪
替
わ
り
に
床

板
や
天
井
板
を
剥
が
し
て
寒
さ
を

し
の
い
だ
。
薄
暗
く
て
角
度
に
よ

っ
て
は
里
㌫
板
の
字
も
読
め
な
い

ほ
ど
の
教
室
は
、
授
業
中
に
旧
軍

隊
の
置
き
土
産
？
の
「
南
京
虫
」

に
悩
ま
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

高
校
三
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
駅

て
い
る
。
　
こ
の
日
の
母
校
は
、
生

憎
中
間
テ
ス
ト
中
だ
っ
た
が
、
緊

張
ぎ
み
の
我
々
を
暖
か
く
迎
え
て

く
れ
た
。
か
っ
て
は
恐
れ
多
く
て
、

顔
を
上
げ
て
入
室
で
き
な
か
っ
た

職
員
室
も
先
生
た
ち
が
愛
想
よ
く

通
し
て
く
れ
た
。
会
議
室
に
掲
載

さ
れ
た
歴
代
校
長
の
写
真
の
中
か

ら
、
玉
木
正
行
、
中
川
秀
松
、
高

橋
一
郎
と
三
代
の
校
長
の
尊
顔
を

見
つ
け
た
時
は
懐
か
し
く
て
目
頭

が
熱
く
な
る
思
い
が
し
た
。

高
橋
幸
臣
校
長
か
ら
母
校
の
現

況
説
明
を
受
け
た
後
、
目
里
矢
作
、

岡
野
文
秀
両
教
頭
の
案
内
で
校
内

を
見
て
回
っ
た
。
わ
ず
か
二
十
八

人
だ
っ
た
女
子
生
徒
は
、
今
や
四

百
人
を
超
え
、
在
校
生
の
四
割
を

占
め
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
校
内

は
全
て
が
半
世
紀
の
歳
月
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
ば
か
り
。
我
々
は
、
昭

和
四
十
六
年
の
「
着
装
の
自
由
化

実
施
」
の
記
録
か
ら
、
在
校
当
時

喧
々
諾
々
と
続
い
た
生
徒
会
で
の

”
長
髪
論
議
”
を
思
い
起
こ
し
、

ま
た
、
野
球
場
や
球
技
場
か
ら
、

連
隊
跡
の
馬
場
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

す
る
た
め
全
校
生
が
新
屋
浜
か
ら

徒
歩
で
砂
運
び
し
た
”
汗
と
泥
の

姿
”
が
浮
か
ん
だ
。

明
る
い
校
内
の
廊
下
か
ら
窓
越

し
に
テ
ス
ト
に
取
り
組
む
女
生
徒

を
望
見
し
て
　
末
「
浦
島
〟
気
分
に

な
り
か
け
た
我
々
が
救
わ
れ
た
気

分
に
な
っ
た
の
は
、
文
武
両
道
の

校
訓
が
今
な
お
生
き
て
い
る
こ
と

と
、
野
球
部
が
新
監
督
を
迎
え
、

甲
子
園
出
場
を
目
指
し
猛
練
習
に

励
ん
で
い
る
と
聞
か
さ
れ
た
と
き

だ
っ
た
。
全
て
の
価
値
観
が
変
わ

っ
た
今
も
百
三
十
年
の
伝
統
を
守

る
べ
く
努
力
す
る
先
生
た
ち
の
苦

労
と
、
飽
食
の
世
の
中
に
も
自
ら

を
鍛
え
る
後
輩
た
ち
が
後
を
絶
た

な
い
こ
と
が
頼
も
し
く
て
な
ら
な

か
っ
た
。

駅
前
校
舎
が
跡
形
な
く
消
え
、

卒
業
当
時
の
校
舎
と
同
じ
進
学
校

が
他
に
育
っ
て
い
る
秋
田
の
教
育

界
。
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
て
い

た
中
で
、
母
校
が
時
代
と
と
も
に

場
所
、
形
こ
そ
変
え
な
が
ら
も
創

立
当
時
の
校
風
を
維
持
し
、
後
輩

た
ち
が
頑
張
る
姿
を
確
か
め
た
一

行
は
嬉
々
と
し
て
帰
途
に
つ
い
た
。

（
信
太
聡
一
記
）

平成13年度年次別名簿会費納入状況
平成14年4月1日現在

年度l現総数住不明納人音末納者実納率逝去首

班巨萱巨選
「叫　5叫1可1叫1叫座叫中
「元日叫l叫1叫‖叫巨1叫「旦
「叫　5可1叫1叫　2叫恒料l　可

塑Lj14　217　91178　36％li5

措寄㌫出綴田
園瑠計㌫針轟綴出＋÷三二≡‡一

「叫1叫＋叫＋叫　叫声0％1i叫　叫「叫　叫　叫　2叫42叫「4
59　437102115　220　34蕗「‾五

指寄紅出織田
筒音紅出綴田
「可［4叫　2叫　叫1叫声7叫　『
［叫　叫　叫　叫1叫声5叫月

濫巨臣葦萱巨∃
「㍉叫　4叫1叫　叫　2叫H叫＋可
「…叫［4叫1叫　叫‖叫声叫「4
「可　4叫＋叫　6可　2叫巨1項目」
回目叫l叫　叫　2叫中叫再

拝回国闇団
20．5177　22　96　50（i％ll料

困［1可　叫1叫　叫声6％ll　叫
「叫［ml　叫　叫　3可撒1両
「可つ叫　ul　訂1細い3％11叫

日醒巨窯空≡巨∃
「…壷13叫　叫l叫］髄巨2叫「叫
「‾叫　3叫　叫l叫l叫声5叫　叫

蔓8　340　5111：ill：3　5（蔽「18

円Rは廿周周周田
圏「壷「腕l叫2叫1叫

「㍉叫4叫＋叫2叫「咄

［可■叫．叫．叫　3叫恒叫　中
「51l4叫　叫　と可　犯小満14措瑠結出綴招

：13．166　641：HO l（i2（i脇　11（う　457　72　78：307　20有「‾元

巨襲措睾措芋澗≡童童彗畳∃

監転義と吐票票芸……槌
大　正　現総数38

（合計は平成9年度迄　平成10年度以降1，567人を除いたものです）

納入者

納入者＋未納者

※　分析表（解説）
・現総数…データベースに登録されている人数・実納率＝
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lよだ会（6）平成14年7月20日　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋　高　同　窓

「飛良泉」で会員研修
麗質保地区支部繚会、

＆会員研修会

昨
年
誕
生
の
仁
賀
保
地
区
支
部

の
平
成
十
四
年
度
総
会
が
去
る
三

月
六
日
仁
賀
保
町
の
ホ
テ
ル
「
い

ち
ゑ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

つ

ど

い

△
廟

総
会
に
先
立
ち
昨
年
の
総
会
の

決
議
に
基
づ
き
、
第
一
回
の
会
員

研
修
会
が
支
部
長
（
斎
藤
昭
一
郎

氏
S
2
0
年
卒
）
　
の
好
意
に
よ
り
、

創
業
以
来
五
百
年
を
誇
る
県
内
最

古
の
酒
蔵
「
飛
良
泉
本
舗
」
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
支
部
長
自

ら
案
内
役
に
立
ち
仕
込
み
か
ら
絞

り
の
段
階
ま
で
、
醸
造
用
乳
酸
を

使
わ
ず
、
自
然
の
ま
ま
乳
酸
菌
の

培
養
を
待
つ
『
山
廃
仕
込
み
』
に

拘
る
飛
良
泉
の
酒
作
り
を
丁
寧
に

説
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
最
後

に
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
酒
作
り

し
た
と
い
う
、
垂
口
同
級
酒
の
絞
り

た
て
の
原
酒
を
振
舞
わ
れ
て
、
参

加
者
一
同
大
感
激
、
こ
れ
を
目
当

て
に
参
加
し
た
と
い
う
愛
飲
家
も

お
り
、
試
飲
用
の
器
で
二
杯
、
三

杯
と
お
か
わ
り
す
る
者
あ
り
で
、
予

定
の
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
実
益
を
兼
ね
た
、
第
一
回
の

研
修
会
は
参
加
者
十
人
名
、
全
員

大
満
足
の
内
に
無
事
終
了
し
ま
し

た
。

「
飛
良
泉
本
舗
」
か
ら
ほ
ろ
酔

い
機
嫌
で
迎
え
の
バ
ス
に
乗
り
込

み
、
「
い
ち
ゑ
」
に
会
場
を
移
し
て

六
時
か
ら
総
会
、
総
会
か
ら
の
参

加
者
も
お
り
、
総
会
出
席
者
は
二

十
人
名
で
し
た
。
事
務
局
か
ら
事

業
報
告
・
会
計
報
告
が
あ
り
、
懇

親
会
に
移
り
、
支
部
長
挨
拶
に
続

き
、
本
部
か
ら
出
席
の
丸
山
健
会

長
挨
拶
・
学
校
側
か
ら
出
席
の
伊

勢
日
出
男
教
頭
の
学
校
現
況
説
明

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
創
立
百
三

十
年
を
来
年
に
控
え
、
会
員
一
同

母
校
ま
す
ま
す
の
発
展
を
願
う
と

と
も
に
、
来
年
の
記
念
行
事
成
功

へ
向
け
て
の
意
を
新
た
に
し
た
と

こ
ろ
で
し
た
。（

3
1
年
卒
・
三
浦
彬
記
）

ざ’▼ヽ

人
）
。
い
つ
も
の
こ
と
だ
が
互
い
に

久
閥
を
叙
し
、
相
手
の
元
気
な
姿

に
接
し
て
安
堵
す
る
。
今
年
は
例

年
に
な
く
桜
の
開
花
が
早
く
、
昨

年
の
よ
う
な
千
鳥
が
淵
で
の
花
見

が
出
来
な
か
っ
た
が
、
会
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

始
め
に
、
逝
去
さ
れ
た
吉
武
君

の
霊
に
対
し
て
黙
祷
を
捧
げ
哀
悼

の
意
を
表
し
た
。
以
前
に
彼
の
紹

介
で
、
防
衛
庁
関
係
の
会
館
・
グ

思
穂
諜
畢
了
．
■
．

甘
悲
駁
駁
馳
馳
患
i

ド

救
章
ボ

麹
椚
”
り

十

や

　

　

．

■■一lllllllllll

薄
　
れ

舗隙増転

騨上諭出目国

事
サ

田

遥
○
○

瀾
開
減
〃
闇

討囚
ホ　　ヤ

肇す

駁

嗣
嶺嘉章帝聖

春
風
そ
よ
ぐ
四
月
六
日
（
土
）

南
青
山
会
館
に
お
い
て
秋
中
首
都

圏
二
〇
四
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出

席
者
一
九
名
（
紅
一
点
は
富
樫
夫

＿

十
ナ
　
H
ナ

肯

㌻

鳥

罵

著

」

∵

∫

溌

椚
田

け
－

霊
証
　
　
l
開
脳

彗
。
　
　
　
　
　
　
．
・
．
・
．
・

、
∵
表
l
看
’

芸

終
結
紛
臥
障

∴
十

■
■

－田十
甘

ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で
こ
の
二
〇

四
会
を
開
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

そ
ん
な
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

次
は
仲
間
う
ち
の
講
話
で
、
か

っ
て
最
高
責
任
者
と
し
て
銀
行
経

営
に
携
わ
れ
た
小
玉
君
よ
り
、
「
ペ

イ
オ
フ
と
小
泉
内
閣
の
経
済
政
策
」

に
つ
い
て
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。
時

宜
を
得
た
テ
ー
マ
で
あ
り
、
ま
た

我
々
の
生
活
に
関
わ
る
問
題
で
も

あ
る
の
で
、
皆
熱
心
に
耳
を
傾
け

た
。
昨
年
の
大
友
君
の
講
話
に
続

い
て
、
今
年
も
錦
上
花
が
添
え
ら

れ
た
。乾

杯
の
発
声
を
皮
切
り
に
、
爽

や
か
に
ビ
ー
ル
が
喉
に
流
れ
て
開

宴
。
あ
ち
こ
ち
で
酒
盃
が
交
わ
さ

れ
会
話
に
調
子
が
出
て
く
る
と
宴

が
な
ご
み
始
め
る
。
そ
の
う
ち
上

衣
が
脱
が
れ
て
気
合
い
が
入
っ
て

く
る
と
、
高
揚
た
る
気
分
が
一
気

に
座
に
湛
る
。
頃
合
い
よ
し
と
校

歌
の
斉
唱
に
移
る
。
富
樫
君
の
リ

ー
ド
よ
ろ
し
く
、
皆
立
ち
上
が
っ

て
声
を
張
り
あ
げ
る
。
普
段
口
に

例
年
以
上
に
盛
り
上
が
る

大
館
支
部
総
会

大
館
支
部
総
会
は
二
月
二
十
二

日
（
金
）
同
窓
会
よ
り
丸
山
会
長
、

斉
藤
事
務
局
長
を
お
迎
え
し
、
大

館
市
幸
町
「
北
秋
ク
ラ
ブ
」
に
て

開
催
。布

袋
屋
伊
作
支
部
長
（
昭
2
0
・

5
卒
）
が
「
例
年
よ
り
参
加
者
が

少
な
い
も
の
の
精
鋭
の
メ
ン
バ
ー

の
出
席
を
い
た
だ
い
た
。
限
ら
れ

た
時
間
だ
が
、
大
い
に
楽
し
み
た

い
。
」
と
挨
拶
。

小
畑
元
大
館
市
長
（
昭
4
3
卒
）

に
よ
る
”
大
館
を
と
り
ま
く
経
済

状
況
”
と
題
し
た
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ

ー
チ
の
あ
と
、
丸
山
会
長
か
ら
は

格
調
高
く
〟
校
歌
へ
の
所
感
㌔
ま

た
事
務
局
長
か
ら
は
生
徒
数
の
変

化
、
お
よ
び
女
子
生
徒
の
占
め
る

割
合
等
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

記
念
撮
影
の
あ
と
小
野
崎
桂
二

氏
（
昭
和
2
0
・
5
卒
）
　
の
発
声
に

よ
り
乾
杯
、
祝
宴
に
入
っ
た
。

恒
例
の
自
己
紹
介
は
時
間
無
制

限
で
そ
れ
ぞ
れ
の
現
況
報
告
・
日

頃
感
じ
て
い
る
こ
と
・
ま
た
秋
高

／

i

i

し
な
い
校
歌
も
こ
う
し
て
仲
間
と

声
を
揃
え
て
歌
い
出
す
と
、
紅
顔

の
日
々
が
脳
裏
に
浮
か
び
、
遥
か

な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
に
胸
が
覆
わ
れ

る
。
歌
が
す
す
む
に
つ
れ
て
熱
く

血
が
漠
っ
て
感
激
の
極
に
達
す
。

あ
あ
、
ま
さ
に
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

と
言
う
べ
き
か
。

歌
い
終
わ
っ
て
座
へ
戻
る
と
既

に
無
礼
講
。
話
に
話
が
弾
み
、
笑

い
が
笑
い
を
誘
っ
て
唯
々
和
気
話

語
、
し
ば
し
こ
の
至
福
の
境
に
陶

酔
す
る
。
時
は
無
情
な
も
の
。
も

う
終
宴
の
刻
が
告
げ
ら
れ
皆
我
に

返
る
。
気
持
を
整
え
て
記
念
の
集

合
写
真
に
収
ま
る
。

「
じ
ゃ
元
気
で
！
」
「
で
は
ま
た

…
」
、
二
次
会
へ
繰
り
出
す
も
の
、

家
路
へ
つ
く
も
の
、
そ
れ
ぞ
れ
再

会
を
期
し
軽
く
言
葉
を
掛
け
合
っ

て
、
暮
れ
な
ず
む
街
並
み
へ
と
散

っ
て
行
っ
た
。
　
　
　
（
藤
原
記
）
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一

日
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磯
田
闊
相
は

因
頗
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＝
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甲
㍉

娼
闊
“

固
幽
嗣
“
開
閉
は

番
や
欝
．

養
　
計
や
十
吋

滋
梯
十
掛
野□

監
患
S

で
の
思
い
出
話
な
ど
が
語
ら
れ
た
。

共
有
の
思
い
出
が
披
露
さ
れ
た
時

に
は
互
い
に
う
な
づ
き
合
う
姿
が

見
ら
れ
、
同
じ
想
い
に
ひ
た
っ
て

い
た
。例

年
に
な
い
盛
り
上
が
り
で
、

予
定
の
時
間
を
は
る
か
に
オ
ー
バ

ー
。
最
後
に
校
歌
を
五
番
ま
で
斉

唱
し
、
再
会
を
期
し
散
会
し
た
。
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○
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琶

八
郎
潟
支
部

同
窓
会
が
、
さ

る
四
月
六
日

（
土
）
、
今
年
度

新
入
学
生
の
お

視
い
と
歓
迎
を

兼
ね
、
八
郎
潟

駅
前
の
料
亭

要
富
士
」
で
行

わ
れ
た
。

夕
方
五
時
か

ら
始
ま
っ
た
会

で
は
、
新
し
く

我
が
秋
田
高
校

の
後
輩
と
な
っ

た
八
郎
潟
中
学

校
卒
業
生
六
名

を
、
盛
大
な
拍

手
を
も
っ
て
迎

え
入
れ
た
後
、

ま
ず
は
亡
く
な

ら
れ
た
諸
先
輩

に
対
し
て
全
員
で
黙
祷
。
続
い
て

大
高
博
氏
（
S
3
4
卒
）
　
の
リ
ー
ド

に
よ
り
声
高
ら
か
に
校
歌
を
斉
唱
。

小
野
穣
会
長
（
S
2
3
卒
）
　
の
挨
拶

で
は
、
情
熱
溢
れ
る
心
の
こ
も
っ

た
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
六

名
の
新
入
生
た
ち
も
感
激
の
面
も

ち
で
あ
っ
た
。

同
窓
会
か
ら
ご
出
席
い
た
だ
い

監
完
謬
置
戸
醇

踊
遜
色
屋
漏
遷

…
叫
l
巾
－
甥

▼

　

　

l
［
〓
〓
］
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〓
〕

裸
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滋
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．

閑
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固

圃
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閥
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n
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田
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回
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固
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闊
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．
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h
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野
瀾
闇
的
齢

日

弾

口

結
敵
相
は

紺
私
拉
駁
詳
説
紅
駐
鼓

渋
洩

動町　m一一遡

t
．

塁

絵

莞

大
曲
支
部
総
会
は
五
月
二
十
九

日
（
水
）
、
市
内
「
エ
ン
パ
イ
ア
ホ

テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
。

あ
わ
せ
て
こ
の
春
、
大
曲
市
よ

り
市
功
績
者
と
し
て
富
樫
支
部
長
、

藤
田
幹
事
長
が
表
彰
さ
れ
た
こ
と

を
祝
い
、
二
人
の
今
後
ま
す
ま
す

の
活
躍
を
願
う
祝
辞
や
、
支
部
長
・

幹
事
長
そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
の
挨
拶

が
あ
り
、
例
年
に
も
増
し
て
大
い

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
懇
親
会

と
な
っ
た
。

富
樫
公
一
郎
氏
（
昭
1
9
卒
）
は

教
育
文
化
へ
の
功
労
、
藤
田
紀
一

氏
（
昭
2
3
卒
）
は
体
育
協
会
会
長

と
し
て
、
剣
道
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
永
年
の

瑠璃縮騙船
と

日時15年1月2日休）
世話人代表

金岡　直人（大曲高校勤務）
伊勢奈緒子（能代西高校勤務）
（旧姓安田）

［連絡先］秋高同窓会事務局
TeI．018－832－9553

た
斎
藤
事
務
局
長
、
八
郎
潟
出
身

で
現
在
秋
田
高
校
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
佐
藤
信
英
教
諭
（
S
5
1
卒
）

か
ら
、
同
窓
会
お
よ
び
母
校
の
現

状
を
ご
説
明
い
た
だ
き
、
同
窓
会

員
・
新
入
生
と
も
に
、
興
味
深
く

聞
き
入
っ
た
。

そ
の
後
、
畠
山
幸
雄
副
会
長
（
S

2
9
卒
）
　
の
発
声
で
乾
杯
。
出
席
者

一
人
一
人
か
ら
近
況
報
告
と
新
入

生
へ
の
激
励
が
行
わ
れ
、
大
い
に

気
勢
を
上
げ
た
。

最
後
に
は
、
六
名
の
新
入
生
を
送

り
出
し
た
須
田
秀
温
八
郎
潟
中
学

校
長
（
S
3
8
卒
）
か
ら
挨
拶
が
あ

り
、
生
徒
た
ち
も
恩
師
の
暖
か
い
言

葉
に
感
慨
探
げ
な
表
情
で
あ
っ
た
。

今
回
は
実
に
五
年
ぶ
り
の
開
催

で
あ
っ
た
が
、
旧
交
を
暖
め
る
同

窓
会
員
の
顔
は
明
る
く
、
今
後
の

会
の
発
展
・
継
続
と
、
若
い
会
員

の
出
席
者
数
の
増
加
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
で
一
致
。
盛
会
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
た
。
　
（
八
柳
祐
孝
）

t
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貢
献
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
で
あ

った。な
お
、
大
曲
市
出
身
の
日
本
学

士
会
員
、
荒
井
献
氏
（
昭
2
5
卒
）

も
特
別
功
労
者
と
し
て
受
賞
し
て

い
る
。菅原税務会計事務所

税理士

菅原寛治
（昭和23年卒）

東京都墨田区江東橋4丁目21番6号
（錦糸町ハイタウン204号）

TEL（03）3632－7288
FAX O3　3632－7396

RENTALIS ECO
ダスキンで或曹洞宗

東　福　寺　清三屋商事株式会社
ダスキン新国道支店

代表取締役

長谷川善四郎
（昭和33年卒）

秋田市八橋新川向11－　6
T E L O18　－　888　－　3131
F A X O18　－　866　－　8836

住　職

中泉俊尭
（昭和33年卒）

曹洞宗総和会秋田県支部長

秋　田　市　添　用　字　添　川　4
T E L O18　－　868　－1262
F A X O18－　868－　7630

内科・胃腸科・レントゲン科

笹原内科医院

笹原秀雄
（昭和23年卒）

秋　田　市大町二丁　目　4
℡　018　－　862　－　2578

設臓）本　郷　建

真
（昭和23年季）

取締役社長

本郷
取締役専務

本郷　　滋
（昭和28年季）

秋田市千秋矢留町7　－29
TEL O18－832－4681

吉川税理士事務所

税理士

吉川昭一
（昭和23年卒）

秋田市中通　6　－1－24

電話018－835－0088㈹

上野法律事務所

弁護士

上野　　勝
（昭和23年卒）

〒160－0022

東京都新宿区新宿5－4－1

新宿Qフラノトビル808号室
TE L（03）5269－6831
F AX O3　　5269－6870
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ロ

の
∪
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春
欄
漫
の
東

京
で
、
卒
業
以

来
四
十
五
年
振

り
の
ク
ラ
ス
会

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
私
達
は

T
V
ド
ラ
マ
じ

ゃ
な
い
で
す
が
、

三
年
B
組
。
昭

和
3
2
年
卒
業
で

田
村
先
生
の
喜

寿
を
視
い
、
四

月
十
四
日
「
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市

ヶ
谷
」
に
十
二

名
が
日
本
各
地

か
ら
参
集
し
、

元
気
よ
く
楽
し

い
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
が
始
ま
り
ま

し
た
。今

回
の
幹
事

の
栗
林
さ
ん
の
司
会
で
H
R
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
タ
ム
テ

ツ
先
生
の
挨
拶
が
あ
り
、
最
近
気

に
な
っ
て
い
る
事
と
し
て
「
俺
ノ

所
二
手
紙
ガ
来
ル
ノ
ハ
イ
イ
ノ
ダ

ガ
、
名
前
ノ
『
鉄
男
』
ノ
漢
字
ガ

イ
イ
カ
ゲ
ン
ナ
文
字
デ
困
ッ
タ
モ

ン
ダ
ト
思
ッ
テ
居
ル
。
オ
ペ
タ
フ

リ
シ
テ
、
昔
ノ
字
ヲ
書
イ
テ
キ
テ
、

『
銭
』
ノ
ツ
モ
リ
ダ
ロ
ウ
ガ
、
『
錬
』

ダ
ツ
タ
リ
、
『
銭
』
ナ
ノ
デ
ア
ル
ガ
、

確
カ
ニ
『
テ
ツ
』
ト
ハ
読
ム
カ
モ

知
レ
ナ
イ
ガ
、
更
二
悪
イ
コ
ト
ニ

ハ
、
キ
チ
ン
ト
覚
エ
テ
ィ
ナ
イ
カ

ラ
金
偏
ヲ
左
側
二
書
イ
テ
、
後
ハ

ゴ
チ
ヤ
ゴ
チ
ヤ
ト
ゴ
マ
カ
シ
テ
送

ッ
テ
来
ル
。
俺
ノ
名
前
ヲ
何
ダ
ト

思
ッ
テ
イ
ル
ノ
カ
憤
洒
ヤ
ル
カ
タ

ナ
ィ
。
ワ
カ
ラ
ナ
カ
ッ
タ
ラ
簡
単

ナ
『
鉄
』
ヲ
キ
チ
ン
ト
書
イ
テ
ヨ

コ
セ
。
文
字
ノ
乱
レ
ガ
世
ノ
中
ノ

混
乱
ノ
元
デ
ア
リ
、
日
本
ヲ
悪
ク

い
い
．
1
h
、
、
．
ヽ

や

、
ト
、
へ
、
一
対聯

脚
　
㌢
て
躯
ナ

適
間

男

悶
関
田

日
田
・
闊
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日
日
日
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田
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顧
鵜

膳

椚

　

滞

、
　
　
、
．
Ⅰ

を

日

田

■

嘉
拓
寝
姑
　
日
田

■
晶
壷葉、

リ

ガ

1

草
※
覇
蕗

、

壷
ガ

鵜
ガ

〃

雲

1

持

　

ぢ

・
1

駄
、
、
㍉
、
、

閉
園
り
日

鵬
パ
搬
〟

∵、1、

間
脳喝

招
国

中
曹

義

〃

■
円
田
．

準
正
軍
法
一
散
紅
薄
茶

・

．

．

ち

，

全
員
が
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ

S
鉢
簿
卒
同
期
念
願
束
地
区
会

去
る
六
月
一
日
（
土
）
虎
ノ
門
　
し
た
。

パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
昭

和
2
6
年
卒
同
期
会
関
東
地
区
会
が

開
催
さ
れ
た
。
会
員
三
十
二
名
が

出
席
。
中
に
は
秋
田
を
は
じ
め
、

仙
台
、
神
戸
な
ど
遠
方
か
ら
の
参

加
者
も
あ
り
、
遠
路
は
る
ば
る
の

参
集
に
、
事
務
局
と
し
て
心
か
ら

深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

事
務
局
長
佐
藤
二
郎
君
の
司
会

の
も
と
、
幹
事
長
佐
々
木
清
水
君

の
挨
拶
で
開
会
。
次
い
で
秋
田
代

表
太
田
洋
生
君
の
視
辞
を
受
け
、

熊
坂
章
君
の
音
頭
に
よ
り
乾
杯
。

宴
は
前
半
の
全
員
の
シ
ョ
ー
ト
ス

ピ
ー
チ
に
よ
る
自
己
近
況
披
露
で

顔
・
名
前
・
当
時
の
記
憶
整
理
。

そ
の
あ
と
、
後
半
の
再
会
懇
談
へ

脚線戯綿鯛稀膠
』‾　　　　　三

園■璽室と竺＿＿－＝＝

忽
連絡

冒

畳十十ナ窪閉

．
、
凄
．
・
・
・
、

抗
日
川
場心

月
、
、
　
絹
相

田
H
】二．．－1

日
・
田

胴
嗣
撃
酬
轡

と
進
行
さ
れ
た
。

大
い
に
盛
会
、
名
残
り
惜
し
い

と
の
多
数
の
声
の
中
、
制
限
時
間
”

い
っ
ぱ
い
。
最
後
に
校
歌
、
校
友
　
賢

会
歌
を
斉
唱
し
、
お
互
い
の
健
康

ロ
1

開
田

臥
馴
　
射
ガ

・
・
・
P
．
．
　
　
　
　
　
　
　
．

□

∵

l

l

L

l

チ

j

▼

1
P
、
、

闘
罪
。

一
一
騨
相
は

国
闇
闇
㌫

嗣
i
M
田
口

を
祈
念
、
更
に
来
年
の
再
会
を
約
　
鳥
ぢ

し
幹
事
山
下
直
樹
君
の
リ
ー
ド
で

中
締
め
。
大
拍
手
を
も
っ
て
散
会
　
喜

田
■
■
■
ロ

Ⅶ
〃
囲
闊
鮮

】
．
嗣
四

ノ

ナ

　

　

　

ヨ

瀞

巌

繁
六

着

■
■

シ
テ
イ
ル
根
源
ナ
ノ
ダ
。
物
事
ヲ

基
礎
力
ラ
シ
ッ
カ
リ
ト
学
ン
デ
イ

ナ
イ
カ
ラ
コ
ウ
云
う
事
象
ガ
多
発

ス
ル
。
嘆
カ
ワ
シ
イ
現
状
デ
ア
リ
、

諸
君
モ
人
ノ
親
ト
シ
テ
反
省
シ
ナ

ケ
レ
バ
イ
ケ
マ
セ
ン
ゾ
。
」
冒
頭
か

ら
鉄
学
論
争
で
「
タ
ム
テ
ツ
節
」

が
炸
裂
し
、
爆
笑
の
渦
と
な
り
ま

し
た
。
後
は
飲
む
ほ
ど
に
、
酔
う

ほ
ど
に
六
十
四
歳
の
高
校
三
年
生

が
次
々
と
誕
生
し
て
、
ジ
ー
プ
、
チ

ャ
イ
ナ
、
ク
ン
シ
、
ギ
ャ
ン
グ
、
ヤ

ギ
、
パ
ン
ダ
エ
モ
ン
、
リ
ン
ネ
等
々
、

四
十
五
年
前
の
授
業
状
況
が
再
現

さ
れ
、
収
拾
が
つ
か
な
い
爆
笑
と

歓
談
へ
と
展
開
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

先
生
が
物
理
の
時
間
に
歌
っ
て

教
え
て
く
れ
た
土
井
晩
翠
の
「
星

落
秋
風
五
丈
原
」
。
四
十
五
年
振
り

に
再
授
業
と
な
り
、
正
に
秋
田
駅

前
校
舎
三
年
B
組
が
東
京
で
蘇
っ

た
よ
う
で
し
た
。
卒
業
以
来
そ
れ

ぞ
れ
の
人
生
を
経
て
、
体
型
、
風

貌
は
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
間
違

い
な
く
秋
高
健
児
で
あ
り
、
懐
か

し
く
も
暖
か
い
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で

あ
り
、
楽
し
く
意
義
深
い
ク
ラ
ス

会
で
あ
り
ま
し
た
。
話
尽
き
な
い

時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
校
歌

斉
唱
の
後
、
先
生
の
米
寿
ま
で
お

互
い
に
元
気
で
頑
張
る
事
を
誓
い

合
い
め
で
た
く
解
散
と
し
ま
し
た
。

（
園
安
志
郎
記
）

佐々木東大学長講演ゲストに浅利氏
東京同窓会

本
年
度
の
総

会
は
、
去
る
五

月
二
十
四
日

釜
）
新
宿
区
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
ハ

イ
ア
ッ
ト
東
京

で
、
会
員
百
三

十
人
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
高

橋
恒
雄
会
長

（
昭
2
7
卒
）
　
が

「
親
睦
を
深
め
、
会
員
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
生
か
そ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

本
部
か
ら
丸
山
同
窓
会
会
長
、

目
里
矢
作
学
校
新
教
頭
（
昭
3
9
卒
）

を
迎
え
、
同
窓
会
本
部
の
現
況
や

最
近
の
秋
田
高
校

に
つ
い
て
の
話
が

あ
っ
た
。

本
年
の
講
演
者

は
佐
々
木
毅
東
京

大
学
長
　
（
昭
3
6

卒
）
。
就
任
し
て

か
ら
の
一
年
を
振

り
返
っ
て
、
米
ハ

ー
バ
ー
ド
大
の
学

長
就
任
式
典
に
参

加
し
た
時
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
、
景
観
が
悪
化
し
て
い

た
赤
門
周
辺
や
安
田
講
堂
を
整
備
・

修
理
し
た
話
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

鹿
角
市
支
部
総
会
は
、
六
月
十

八
日
（
火
）
午
後
六
時
か
ら
、
花

輪
町
の
料
亭
「
ま
つ
や
」
で
開
催

さ
れ
た
。
参
加
者
は
十
六
名
。

冒
頭
上
野
守
支
部
長
（
昭
2
6
卒
）

が
退
任
し
て
新
支
部
長
に
大
里
祐

一
氏
（
昭
2
9
卒
）
が
就
任
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

総
会
は
丸
山
同
窓
会
長
が
、
母

校
の
校
歌
論
議
を
交
え
た
最
近
の

同
窓
会
現
状
な
ど
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
無
事
案
件
を
終
了
。
懇
親
会

に
入
っ
た
。

今
年
は
鹿
角
地
区
の
秋
田
銀
行

や
県
関
係
事
務
所
に
勤
務
す
る
平

成
卒
の
若
手
が
数
名
参
加
し
た
た

め
、
例
年
以
上
に
盛
り
上
が
り
、

活
気
あ
ふ
れ
る
総
会
と
な
り
、
喜

ば
し
い
限
り
で
あ
っ
た
。

嘉
㌶
聞
類
簿
鞍
柑

「
．
い
い
．
．
1
収
付
駁
ノ
′
躍
れ
′
…
一

顎
感
翌
謬
義

芽
据
労
瀕
り
潟
濯
瑠
濯

〆
　
♂
鮮
梯
卓

出
長
に

率
聾
　
琵
　
㌔
〆
馨
が
詣
　
㌔
詰
露
猪
　
拝
す
　
芳
葦
猪
宍
携
舘
喜
耽

超

．

転

け
　
紋
黒
逆
鞘

讃
㌍
麺
麒
隠

浄
話
　
四

ロ

も
＿

浄
祭
十

や十ナ…甥

国男

薮
や
硝

闘
園

田
嗣
田闊

閏
】

す．表ナ＠…ヰ

E＝羞羞ヨ国■

棚
1表悪いi Jr・∴㌻＿こ・・・T．－．…．T，．ここ－∴二言三

国
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毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
宇
都

宮
支
部
総
会
は
六
月
七
日
（
金
）

市
内
丸
治
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ

た
。同

窓
会
本
部
か
ら
は
、
丸
山
会

長
と
斉
藤
事
務
局
長
の
出
席
を
賜

り
、
楽
し
く
意
義
深
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
総
会
は
役
員
の
改
選
が

あ
り
、
支
部
長
の
鷺
谷
澄
夫
氏
（
昭

2
0
卒
）
と
副
支
部
長
の
丸
山
豊
氏

（
昭
4
2
卒
）
が
再
任
。
ま
た
、
新
た

に
も
う
一
人
の
副
支
部
長
と
し
て

国
安
啓
二
氏
（
昭
2
3
卒
一
が
就
任
。

新
体
制
で
支
部
の
運
営
等
に
あ
た

る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
事
務
局
）

宇
都
宮
市
下
荒
針
町
三
六
一
人

鷺
谷
病
院
内
℡
〇
二
八
一
六
四
八

一
三
八
五
一
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．

　

一

一

．

－

り
に
披
露
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
今
回
は
、
あ
げ
ま
き
会
（
秋

田
北
高
同
窓
会
）
東
京
支
部
代
表

と
し
て
、
女
優
の
浅
利
香
津
代
氏

が
特
別
参
加
し
、
秋
田
と
秋
田
高

校
へ
の
想
い
を
秋
田
弁
で
話
し
、

や
ん
や
の
喝
采
を
受
け
た
。

懇
親
会
で
は
校
歌
や
校
友
会
歌

を
合
唱
、
そ
れ
ぞ
れ
の
青
春
時
代

を
懐
か
し
ん
だ
。

（有）堀井経理研究所
堀井会計事務所

公認会計士・税理士

堀井照垂
（昭和34年卒）

秋田市山王一丁目3番32号

TEL O18（864）1522㈹

盛岡会計センター（有）
高橋税理士事務所

税理士・中小企業診断士

高橋広悦
（昭和34年卒）

秋田市泉中央1－　2　－15

TE L O18（862）3532

豊口法律事務所

〒010－0943

秋田市川尻御休町1番17号
T E L O18　－　864　－　6228
F A X O18　－　823　－　2576

秋田きもの紀行－

督濃吉呉服店

土
日

代表取締役

渡辺
（昭和33年卒）

〒010－0925

秋田市旭南　2　丁目　3　－10
TE L（018）823－0227
F AX（018）823－0887

戟
㊥
押
上
叫
理

孟
子

噛
才

［
Ⅱ

甘
且
　
中
央
守

口
［
］

カ
ラ
オ
ケ
　
太
平
山

＝＝■　秋田駅　■王

命や

市民市叫

戟調すす通庸Tq＋膚のi十鵬

、予他：：0／J（鋸け）碑の

宮崎林次郎
（昭和33年季）

医療法人

田村田産婦人科医院

院　長　村　田　純　治

（昭和3年卒）

秋田市土轍中央5丁目3－37

TEL857－4055

高木内科胃腸科医院

高木紘一
（昭和34年卒）

秋田市将軍野南4丁目6－2

TEL O18（845）1118

鯖
接
す
絡
丸
直
島
由
各
申
⊥
竺
一
五

藤
本
正
調

蕊
T
E
L
O
望
一
五
九
一
丁
七
八
一
九

秋高創立120周年モニュメント
「風の舞」生徒昇降口設置
アトリオン広場、秋田県立近代美
術館、その他にモニュメント設置

モダンアート協会会員
彫刻家

遠藤洪平六
（昭和34年卒）

アトリエ

東京都青梅市河辺町3の1089
TEL・FAX O428（24）8386

快
適
空
間
を
演
出
す
る
lP疎P eCa

Go

Managさment
株式会社友愛ビルサービス
〒010－0951
秋田布山三三丁目1番7号（東力／ヒル）
TELO18－823－1251（代表）章

ユタイ　FAXO18－823＿1195

紙の専門店

那貌劃U唇

那波伊四郎
（昭和34年季）

秋田市大町四丁目　3　－35
（茶町通り）

℡018－823－4311（㈹

株式会社　山

社長

西村紀一郎
（昭和34年卒）

秋田市中通2丁目　5　－20

TEL O18（833）6611
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平成14年度第48回秋田県高校総合体育大会成績一覧
HllHH日日日日はIlllllll＝lM日日廿日Hlll日日日日lH日日日日＝Mll日日日日日日日日日日…■…■………日日＝日日…日日日日日日日日日日日日＝日日は日日日日日日日日日日日日日日Hl日日

種　　目　　　会　　　場　　　　　　　　　　　戦　　　　　　　　　　　結

陸　上　競　技　県営陸上競技場・800m第2位（鈴木）　　　　　　　　　　　　［東北大会出場］

バスケット　秋　田　市　立　一回戦　秋田83－62花輪

ポ　　　ル　体　育　館　二回戦　秋田66－70大曲工業

バレーボール秋田市立体育館一回戦秋田0－2鷹巣

卓　球雷忘票禁：舅享買竺曇等薫i或懇誌）滝田2・巴2）［東北大会出場］
男子団体　一回戦　秋田2－3経法附
男子ダブルス　3位（佐々木・工藤）　　　　　　　［東北大会出場］
女子団体　一回戦　秋田1－3米内沢

立
館

県

青

田秋
体

ントン
、
、
『

ドヾ
、

ノ

能　代　市：夏詔二呂霊琵鵠是：署享票会二酎鋸鵠檻謂佐孟豊田1側スニテトフソ

ス票田芸人霊：菱重器惹濫葱竃竃欝冠憲雷翫ニテ

県立中央公園　2回戦秋田6－0鷹巣　3回戦秋田0－0御所野学院［6（PK）5］
県営球技場　準々決勝　秋田0－2由利工業

東北電力グラウンド・秋　一回戦　秋田97－0経法附　二回戦　秋田17－29秋田工業
田市営八橋球技場　順位決定戦　秋田67－0大館工業

一

　

　

一

カツサ

ビグー
フ

ニー㍉二二二∵二二二二＿十二＿二山

県　　　　立　・女子団体3位

スポーツ会館・女子個人4位　秋山惟　　　　　　　　　　　［東北大会出場］
道弓

・男子団体
予選リーグ秋田5－0能代工秋田5－0西仙北　決勝トナメント準々決勝秋訂車つ秋田高専

道　秋田南高校　　準決勝秋田4－0経法附　決勝　秋田0－2秋田商　　　　［東北大会出場］
・男子個人　小野健裕　ベスト8　　　　　　　　　　［東北大会出場］
・女子団体　予選リーグ　秋田0－4大曲　秋田0－3能代

剣

秋田4－1角館　秋田4－0大曲工業
ント準々決勝秋田4－0秋田南、準決勝秋田3－2能代

［インターハイ出場］
［インターハイ出場］

［東北大会出場］
［インターハイ出場］

グ
”

秋田3－2経法附
＋100kg級1位　持主　慈

2位　石井直人
一　関kg級1位　金子大輔

リ
ト

選
勝
勝
人

予
決
決
個

道　金足農業高校柔

鵜＿畏＿畑舅享警至芸慾冤患田）　漂光至芸呂琵］漕

五城目町温水・三瓶　結（1年）男子舗m個人メドレー2位、男子400鯛人メドレー3位［東北大会出場］
水　　　　泳　プ　　　　ル・佐藤　元彦（1年）男子2仙畔泳ぎ3位　　　　　　　　　［東北大会出場］

仲央地区大会）・工藤任那子（1年）女子2㈱m自由形1位、女子100m自由形2位

駅　　　　伝　大　潟　村10月13日（日）

ス　　キ　　　　鹿　角　市　平成15年1月16日（木）～20日（月）
日日日日日日ll日日はIl＝llH＝l＝Hl＝l＝1111日間ll日日日日は日は日は日間HlHlH日日日日日日は日日日日l日日日日■…－…■．日日■＝HHlHl日日は川は日日日日日日日日日日＝llHH＝l＝l日日日日日日日日は＝l日日日日日日は＝lHl

第50回春季東北地区高等学校野球秋田県大会・第47回秋田県高等学校軟式野球春季大会
日日＝日日は日日lHHl日日l＝lHlH日日日日＝日日は日日日日日日日日は＝llH日日はIll日日＝Hl日日はl日日日日日日＝日日絹．日…は……日日＝lH＝日日は日日日日は‖日日は日日日日日日日日日日日日日日l日日日日け日は日日は日日日日はHl＝l

軟　式　野　球　八橋・協和球場　二回戦　秋田6－3大曲工業　準々決勝　秋田4－6秋田中央（ベスト8）

軟　式　野　球　水　林　球　場　一回戦　秋田1－2秋田商業

（
柔
　
道
　
部
）

「
そ
れ
ま
で
。
」

審
判
の
言
葉
と
同
時
に
歓
喜
の

声
が
上
が
っ
た
。
そ
の
中
で
一
番

喜
ん
で
い
た
の
は
、
佐
藤
信
英
監

督
で
し
た
。
平
成
二
年
以
来
夏
の

全
国
大
会
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た

だ
け
に
、
そ
の
嬉
し
さ
は
人
一
倍

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
昨
年
の
こ

の
大
会
で
は
県
内
に
敵
無
し
と
言

わ
れ
た
ほ
ど
の
最
強
チ
ー
ム
で
試

合
に
臨
み
ま
し
た
が
、
団
体
戦
は

三
位
、
個
人
戦
で
は
二
位
や
三
位

な
ど
が
続
き
、
一
人
も
全
国
大
会

に
出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
今
大
会
で

の
優
勝
を
目
指
し
て
ど
れ
程
の
練

習
を
積
ん
だ
だ
ろ
う
か
。
秋
大
生

と
の
練
習
、
他
県
へ
の
遠
征
な
ど
、

毎
日
厳
し
い
練
習
で
し
た
が
、
今

大
会
の
優
勝
で
、
そ
れ
ら
全
て
の

成
果
が
出
ま
し
た
。
試
合
後
監
督

が
、
「
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
は

間
違
い
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
。
」
と

言
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
と

お
り
で
し
た
。

全
国
大
会
ま
で
の
残
り
少
な
い

日
数
の
中
で
、
全
国
の
強
豪
と
互

角
以
上
の
試
合
が
で
き
る
よ
う
に

一
生
懸
命
練
習
に
励
み
、
上
位
を

目
指
し
た
い
で
す
。

八
月
八
日
～
十
一
日

茨
城
県
鹿
嶋
市

（
山
　
岳
　
部
）

「
行
く
道
は
不
安
を
与
え
振
り

返
る
道
は
自
信
を
与
え
る
」
と
あ

る
山
男
が
言
っ
て
い
た
。
実
際
苦

し
く
て
も
最
後
ま
で
登
り
き
っ
た
。

山
々
は
自
分
達
に
自
信
を
与
え
て

く
れ
た
し
、
山
で
の
経
験
は
こ
れ

か
ら
も
自
分
達
を
大
き
く
す
る
だ

ろ
う
と
田
い
う
。

去
年
の
全
県
総
体
で
は
準
優
勝

で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
逃
し
た
。

言
葉
で
は
言
い
表
せ
ら
れ
な
い
く

ら
い
の
悔
し
い
思
い
を
し
た
。
で

も
こ
の
悔
し
い
思
い
と
、
絶
対
に

優
勝
す
る
ん
だ
、
と
い
う
執
念
が

僕
達
を
優
勝
に
導
い
た
の
だ
と
確

信
し
て
い
る
。
ま
た
柘
植
先
生
、

利
正
先
生
を
は
じ
め
と
し
た
色
々

子
⊇
竿
基
守

畠
国
渕
冊
鎧

、
譜
㌫
瑞
離
‥
ネ
オ

■軒
㍉
ナ
ナ
章
や
サ
益
等

田

　

　

島

が

衷
心
謡
∵
小

目

日

田．

姦通豪適地組
石

田■日

田
キー，

・日　盛　日間四国
ヽ

田㌶

門田遠．ロ

澗㍍澄田監遜t

痘

が

腰紺謹啓顎熟
田　日日

円
吋

軌道門艶で

n■覿8

日■■′声

R
は
　
．
　
R
M

日

日

　

　

　

　

　

イ

塚慧澤轡田

悶
H
U
日田

的

罪
・
．
白

な
人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

成
し
得
た
こ
と
も
確
か
だ
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
三
年
生
に
と

っ
て
勝
っ
て
も
負
け
て
も
最
後
の

大
会
だ
。
や
る
か
ら
に
は
全
国
の

ト
ッ
プ
に
立
っ
て
帰
っ
て
き
た
い

と
田
山
、
つ
。

八
月
二
日
～
六
日

茨
城
県
大
子
町
・
里
美
村
・
水
府
村

（
放
　
送
　
部
）

放
送
部
で
の
三
年
間
、
本
当
に

あ
っ
と
言
う
間
で
し
た
。
け
れ
ど

も
、
後
輩
の
姿
を
見
る
た
び
に
、
ま

だ
慣
れ
ず
に
あ
く
せ
く
し
て
い
た

頃
を
、
昨
日
の
こ
と
の
様
に
思
い

出
し
ま
す
。
初
め
て
の
連
絡
放
送
、

初
め
て
の
大
会
な
ど
、
驚
き
と
緊

張
の
連
続
で
し
た
が
い
つ
の
間
に

か
最
後
の
と
き
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
最
後
と
い
う
の
は
寂

し
い
も
の
で
す
ね
。
で
も
、
そ
の

分
だ
け
「
こ
の
大
会
に
す
べ
て
を

懸
け
よ
う
！
」
と
い
う
気
持
ち
は
、

過
去
の
ど
の
大
会
よ
り
も
強
く
あ

り
ま
す
。
全
国
の
壁
の
厚
さ
は
去

年
身
に
し
み
て
感
じ
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
は
そ
れ
に
臆
す
る
こ
と

な
く
、
力
を
出
し
切
っ
て
N
H
K

ホ
ー
ル
に
秋
田
高
校
放
送
部
を
響

か
せ
て
き
ま
す
。

七
月
二
十
二
日
～
二
十
五
日

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

田
■
闘
…
相

田
n

田
圃
　
田
ロ

l
■田

ヰイ
タに　ネ

ロ

そ　　　　　　　　′㌧

≡＝二二＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一二

日
田
円
田ネ

ナ
致
す

佃

ナ

　

絹

嗣
■
口

車甑
嗣

や
㍉
津

田
†

田
日
　
き
〆

開
演

㌢
軋

馳
ナ
イ

バ
l

ナナ

肇
宣　揚■l

患日措‰冠謳蝦惹▼九

、で・、、、　一、Y、　▼・

平
成
十
四
年
三
月
二
十
一
日
、
日

本
武
道
館
に
て
行
わ
れ
た
全
国
高

校
選
手
権
大
会
に
柔
道
部
が
出
場

し
ま
し
た
。
一
回
戦
は
比
叡
山
高

（
滋
賀
）
に
二
人
残
し
で
勝
利
。
二

回
戦
東
海
大
相
模
高
（
神
奈
川
）

に
二
人
残
し
で
敗
れ
た
も
の
の
、
選

手
達
は
存
分
に
実
力
を
発
揮
、
秋

高
ら
し
い
健
闘
ぶ
り
で
し
た
。

会
場
に
は
東
京
O
B
会
員
や
北

林
照
助
柔
友
会
会
長
に
も
応
援
に

駆
け
付
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙

面
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

／

＼

ノ

．

＼

／

i

i

（
新
　
聞
　
部
）

第
二
十
六
回
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
神
奈
川
大
会
新
聞
部
門

に
、
山
方
造
（
三
年
）
と
伊
藤
絵

里
奈
（
二
年
）
　
の
二
名
が
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
聞
の

場
合
、
前
年
度
の
全
県
新
聞
コ
ン

ク
ー
ル
で
三
位
内
に
入
賞
し
た
高

校
が
、
翌
年
の
「
高
給
文
」
　
へ
の

出
場
資
格
と
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ

出
品
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

今
回
が
初
め
て
の
参
加
と
な
り
ま

す
が
、
全
国
の
高
校
生
と
と
も
に

横
浜
で
取
材
活
動
し
、
意
見
交
換

す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
自
分
達
に
は
な
か
っ
た
技
術

や
視
点
を
少
し
で
も
身
に
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
積
極
的
に
交
流
し
今

年
秋
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
そ
の
成
果

が
生
か
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

八
月
七
日
～
八
月
九
日

横
浜
市
開
港
記
念
会
館

哀13
年4

月

5
月

7
月

9
月

1
0
月

日
月

1
2
月

悼
（
敬
称
略
）

謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す

石
田
　
雅
彦
S
3
4

諸
岡
　
弘
T
1
4

石
田
孝
二
郎
S
4

宇
野
　
晴
作
S
4
2

亀
井
　
暢
之
S
2
8

鈴
木
　
鶴
雄
T
1
4

松
淵
　
暁
S
3
6

嵯
峨
勝
太
郎
S
5

加
賀
谷
隆
治
S
2
0
㈲

境
田
　
典
雄
S
8

大
浦
　
健
一
S
1
2

貝
田
　
　
隆
S
2
2

1
4
年

1
月

2
月

小
原
　
二
一
T
1
4

飯
塚
友
二
郎
S
1
2

佐
々
木
　
博
S
2
5

篠
田
　
　
亮
S
3
6

進
藤
　
行
雄
S
2
2

田
口
　
悦
男
S
a
D
㈱

3
月
　
松
沢

小
林

小
松

佐
藤

月
泉

荻
原

大
竹

4
月
　
吉
武

純

一

S

1

6

一

二

S

2

9

恒
信
旧
職

吉
治
S
1
3

悦
良
S
a
O
㈲

昭
雄
S
2
0
㈱

毅
S
l
O

幸
夫
S
2
0
㈱

加
賀
谷
力
司
S
9

細
谷
　
藤
雄
S
2
9

竹
屋
直
太
郎
S
4
2

上
法
　
瑞
男
S
3
1

青
池
　
晃
S
1
8

熊
谷
　
義
一
S
H

菅
原
　
基
S
1
5

藤
沢
盛
之
助
S
9

5
月
　
松
崎
　
英
郎
S
1
2

越
前

中
島

菊
地

6
月
　
大
井

長
野

佐
藤

笹
尾

正
幸
S
3
9

達
郎
S
3
4

杜
夫
S
6

健
S
2
7

昭

一

S

3

3

民
治
S
1
1

弘
S
l
O

五
十
嵐
貞
夫
S
2
9

会
務
事
項
報
告

3
・
2
6
　
大
潟
支
部
総
会

13

4・6

8

0
ノ

1

5

・

7292422151310　8

6・67

202827181713　7

追
分
三
叉
路
支
部
新
入

生
歓
迎
会

八
郎
潟
支
部
総
会

秋
高
入
学
式

企
画
行
事
委
員
会

校
史
委
員
会

当
番
年
次
会
議

財
政
委
員
会

広
報
委
員
会

名
簿
委
員
会

会
計
監
査

秋
高
東
京
同
窓
会

大
曲
支
部
総
会

役
員
会

宇
都
宮
支
部
総
会

施
設
委
員
会

校
史
委
員
会

鹿
角
支
部
総
会

理
事
会

東
肥
羽
城
会

向
窓
会
だ
よ
り
6
8
号
発

行

問
■
書
目
■
書
固

▼
一
般
会
計
で
は
「
だ
よ
り
」
の

年
三
回
の
発
行
に
一
番
多
く
の
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
内
容
の
充
実
に
務
め
た
い
。
が
、

専
門
の
記
者
が
取
材
に
当
た
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
情
報
の
少
な

い
こ
と
が
難
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
事
務
局
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
い
て

い
ま
す
。
「
だ
よ
り
」
は
読
む
け
ど

寄
稿
は
ど
う
も
と
思
っ
て
い
る
会

員
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
形
式
に

と
ら
わ
れ
ず
、
ち
ょ
っ
と
し
た
話

題
、
最
近
感
じ
た
こ
と
思
っ
た
こ

と
、
近
況
な
ど
E
メ
ー
ル
で
送
っ

て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア

ド
レ
ス
‥
臣
・
d
O
S
（
る
c
n
a
．
n
e
．
j
p
▼

「
だ
よ
り
」
の
編
集
・
校
正
に
つ
い

て
は
、
新
聞
・
放
送
の
用
字
用
語

に
準
じ
て
い
ま
す
が
、
誤
り
な
ど

は
、
随
時
、
ご
指
摘
・
ご
指
導
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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